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いられるデータがその他繋により．数蕊的なデータと饗  

的なデ｝夕とに区分されることにほぼ対応する。   

このこ種類のデータは，それぞれ分析に際しての戊所  

と短所をもっている。そ・れらの代表的な点を整理するな  

らば】き，数螢的なデータは，皮所として包括軋代数軋  

客観軋 信敵性，精密性などがあげられ，短所として  

「意味的」な理解可能憾の希乳 総合的かつ多次元的把  

握の因雉，その起原や改革可能性に関する動的な把握の  

困難などといった抽象性があげられる。血方，質的な  

デ…夕は，濃所として具体性と「理解可能性」などがあ  

げられ，短所としで包括性の欠如，代衆醜の保証の欠如，  

および分析が標準化し稚く慈恵的な推論の入る余地があ  

ることによって，データの解釈における傍線性，客観性，  

精密性がある程度蛾牧にされざるを得ないことなどがあ  

げられる。   

以上のような相反する性質をもつとされる両者の適い  

は，データそのものの属性によるものというよりも，あ  

る桂皮まで，その取り扱い方や分析の方針の遠いによる  

ものである。そこで，両者の利点を総合する方法が試み  

られることになるのである。この場合，両者の総合とい  

うことほ二つのことを意味しでいる。…つは，定魔約分  

断と宝性的分析とを相互に補完的に組み合わせながら分  

析を進めるということである。】般にその組み合わせと  

しては，数盟約データにおける統計的関連ないし相関の  

発見，薯的なデータによる説明と理解，新しい数螢的な  

デ⊥夕による仮説の検証という三つの段階が考えられ  

る2）。もう叫▲つは質的なデータを何らかの方法により敦  

盛化し，それを定蕊約分析に用いるということである。  

その手法は当然山淀の制約を受けるものではあるが，社  

会学，社会心理学，心理学などの分野では，その分析対  

象の性質上，態度測定などにおいて広く用いられ3），成   
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戯教練済学，虚業経営学に限らず，山血般に社会化学に  

おける研究方法は定巌分所によるものと，走性分析によ  

るものとの二つに大別される。それは同時に，分斬に用  
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の方法が考えられる。それぞれのアプローチの特徴およ  

び，そこでの主な議論を両嘗で戊とめるならば，近代辞  

済学的アプロ…チは経営間の効率格差の事後的な定■紋イヒ，  

経留学的アプロ…チは定性紫園自体の解明，会計学的ア  

プローチは特に会計情報に基づく経常分析，経常診断に  

おける，経常成果からその背後の原l夷への遡及，という  

ことになるであろう。   

そこで本輩でほ，まずそれらの三つのアプローチの中  

にみられる従来のいくつかの分析方法を取り上げ，それ  

ぞれの特徴，成果，問責凱狛こついて考察して行く。なお  

その際，分聯対象を農業経常とするものに限らず，山部，  

血般企業を対象とするものについても考察する。そして  

その上で，定性要因の盤厳約分析の課掛こ応える分析方  

法を検尉し，その確立を目指す。  

第1節 近代経済学的アプローチ   

近代経済学の生産の理論の申において，間接的である  

にせよ，定性登園を念頭において議論している問題の代  

衆的なものとして，生産関数におけるマネ恒ジメントバ  

イアスの問題，あるいは個別経常ごとの技術効率の測走  

の問題をあげることができる。   

生産関数は，投入質素が生産物に変形される際の技術  

的な投入産出関数を発す関数である。そして全ての企業  

が同じ生産関数をもち，同じ価格体系に麗屈し，利潤極  

大化行動をとるという仮定の下での，通常の生産関数  

（企業間生産関数）による分析では，技術効率，すなわ  

ち同じ投入比率で生産される生産物の相対的な大きさに  

ついて，企某閤の格差を計測することは不可能である。  

しかし，岡岬一の価格体系と利潤極大化行動仮盤の下で企  

楽間の技術効率の格凝を計測する方法が，まずマル  

シャッタとアンドリユース＝によって試みられた。被  

らは，企業間でパラメ脚夕仰ほ等しいが盤数項は企業ご  

とに輿なり，それにより金茶間の技術効率の格差を来す  

コプダグラス塑の生産関数を考案したのである。山方彼  

らの方法に対して，余栄間の技術効率の差を触祝して計  

測した生産関数のパラメw夕柵には，技術効率に影響を  

与える技術や経営者能力などの寮紫の金茶問の差を捨象  

したことによって，バイアスが生じてしいると考えられ  

る2）。このバイアスがマネージメントバイアスと呼ばれ  

ものである。マネ…ジメントバイアスを頑l避し，企業間  

の技術効率の格差を計測する方法は，その後ムンドラッ  

ク3〉．ホック射らによって展開された。ムンドラックは   

莱をあげているものである。なお，大局的にみれば，後  

者は前者の…部を成すものとして位置付けられよう。   

さてここで，分析の対象を虚業経常とした場合．以上  

のような議論はいかなる意味をもっているであろうか。  

農業軽骨の分析において，数鼠的ヂ…夕と質的デ㌦夕の  

総合を寮溝する問題の，…一般的な定式としては，経常成  

果に影響を与える定性的な賓園を窯畿的に評価分析する  

というものが考えられよう。それに対して，現実の農薬  

経常の近年の傾向として，「農業における成功に閲しで，  

土地，資本というような物的条件に比べて，人的条件，  

それも，労働力としての側面よりも知的，性格的な要因  

が影喝する度合が強まってきている」4iという指摘があ  

るように，そのような定式の問題の解決方法に対する安  

酒が高まっているといえる。また，研究の場において，  

従来の農薬経常の定性的な研究と宝蕊的な研究との闊で，  

相互の成果が必ずしも十分には活用しきれていない状況  

にあると思われ．農薬緑営の研究方法としての紫箔も高  

いものと考えられる。   

そこで以上のような問題憩放から，本論文は，さきに  

述べた二つの滋味での数数的データと質的データの総合  

を農業経営の分析に適用することを試みるものである。  

そして具体的には，雀牌経営を対象に，軽骨成果に影懲  

を与える定性安閑（特に経営者粟国）を定盤化し，定蕊  

的な経常分析，経営診断の申に位置付けることを目的と  

する。  
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第2車 分析方法の検討  

本給文で問題にする経常成果に影響を与える延性要因  

は，それに対して直接的にせよ，間接的にせよ，従来よ  

り様々な視点や方法によって分析の対象とされて来てい  

るものである。従来の分析方法のアプローチについて，  

それらを大別すると，近代経済学的アプロ…チ，経営学  

約アプローチ，会計学約アプロ…チの三っのアプローチ  
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クロスセクションとタイムシリ脚ズとを組み合わせた  

デ…夕を用い，ダミ仰変数を導入したコプダグラス艶生  

産関数を共分散分析により計測し，州一次岡次性を仮廃し，  

各企業の技術効率として経営能力指標を，肇磯的かつ冤  

畿的に導出した。   

また他方では，ファレル5〉の効率概念を基礎とする  

フロンティア生産関数の計測による技術効率の測宝が紙  

みられた。ファレルは，伸一走の投入薯賽結合によって生  

産される実現可能な政商塵揖盛の軌跡（効率フロンティ  

ア）を想冤し，技術効率を，実際の産出蕊と実現可能な  

撥都度出簸との比率として来した。そ・の後効率フロン  

ティアによる接近は1ティマ岬・らによってフロンティア  

生産関数という形で具体化された6き。そのフロンティア  

生産関数は，コプダグラス型で1－Pを用いて計測される  

ものであった。   

これら二つのタイプの方法によって計測される経営能  

力指標，技灘効率を規荒する黎暮割についての分析につい  

ては，前者の方法では蘭原茂昌7〉，抜錨辰8），後者の方  

法でほ清水隆房9），金正鏑刷らの研究の申にみること  

ができる。松原と趨はそれぞれ酪農経常を対象として，  

経常能力指標と規模（生産数，質素投入蕊など）の問の  

相関関係について分析している。清水は施設園芸経常を  

対象として，質素結合（固定寮紫規模），部門結合（地  

紋尊門度），栽培方法（作付密度），作業管理（刹改革）  

と技術効率の関係についての蕊回帰分析を行っており，  

また金は酪農経営を対象として，規模，経常形態，収益  

性，軽骨の動態的側面と技術効率の関係について分析し  

ている。   

以」こにみてきた分析方法は，いずれも慣習的生産単発  

で衣すことのできない蒐性登園の，投入産出関係に対す  

る影響を尊後約に走濃化するものである。事後的である  

にせよ，皿応嘉性寮因の影響を定盤化できるという点に  

ついては評価できるものの，同時に，いくつかの間接点  

を指摘することができる。   

まず，ここで得られる経営能力指標，技術効率の計測  

方法自体の間遠である。計測に用いる変数が投入要素を  

完全にほ捉えることができないことにより，計測された  

畿が緻ちに定性黎園に基づくものとはならないのである。  

また特に，クロスセクション・タイムシリーズデータに  

よる分析では，年次効果の辞督同格差が捨象されでいる  

点について，フロンティア生産関数による分析では，そ  

れが実現可能な敢歯技術というものを堆定しているかど  

うかという点について，それぞれ疑問が残る。   

次に，経′針先莱に対する定性要因の影響の分析という  

練題に関連する閉篭である。ここでの経営能力指標，技  

術効率は，当然ながらそれだけでは，経常能力の総合的  

な拍様としては充分なものではない。また，それらを規  

定する繁国の分析についても，規盤繁閑の代理変数の帝  

人…という方法もみられるものの，いずれも補助的な  

分析であり，不充分なものである。   

さらに，経営者自体の安国を慶祝するならば，これら  

の分析方法が前提としている利潤極大原甥！に対する検討  

も必要となってくることになろう12）。  

第2節 経営学的アプローチ   

経営学は，まさに窟捜凝瀾個体を夜桜分析の対象とし  

ているものである。農業経営学では，腿東経骨を山般に  

生産力構造（戯儀），所有関係（企業形態），軽骨主体  

（経営者槻能）の三側面から取り扱っている獄。そ・の潮  

流としては，従来に比べて経営者機能諭を企楽形態論と  

供に盤根する方向にあり，また，経営成果に影響を与え  

る定性安閑の分析という課題の視点から，ここでは特に  

経営主体，繚骨者能力の研究について，その代表的な分  

析方法を取り上げ，考察する。   

軽骨主体の研究方法における代衆的アプローチとして  

は，紫発給的アプロト…チ，類艶給的アブロ…チ，経営史  

学的アブロ…チ，主体形成給的アプロト鵬チなどがあ  

る14）。   

粟嚢倫的アプローチは，経営者の能力として必黎とさ  

れる繁栄を求め，列挙して行くものである。経営者に必  

要な繁栄とは何かと習う問題に関しては，以前から数多  

くの研究が行われて凍ている。（その血部を衆2－1にま  

とめた。）その代襲的な例として天間従15〉の研究をみて  

みると，彼は経営者能力発現のメカニズムを【対2聯1の  

ように考え，その中の緒安来について成功農家と…・般農  

家との間で比較するという方法をとっている。このアブ  

ロ蜘チは，そのような比較分析に留まらず，さらに質素  

ごとの経常成潔への影響を計測するという方向に進むこ  

ととなった。しかし，「羅列的であり相互の関係が不明  

確である，細象的で農薬経営者の特殊性や現実の活動と  

の関わりが不明である，理想像を示すだけで形成過程は  

明らかにならない」といった問題が指摘されている16〉。   

類彗望論的アプローチは，田口三樹実刑の研究を例に  

すると，能力とは双対こ現れたものとして捉えられるベ   
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木  簡  

きであるという立場から，まず税賽の企業軽骨への発展  

の経絡を頼数分けして，次にそれぞれについで経常理念  

と行動様式の関連から，経営者能力を把擬しようという  

ものである。このアプローチは，紫発給的アプロ細チで  

問題となった羅列性と抽象性を免れているが，「発展自  

体をもたらした条件とその形成に関しては不明」1S）であ  

るという問題指摘がある。   

経営史学的アプローチは，その例として商機正郎刷  

の研究がある。彼は，農薬経常の孝吉巌過程における経営  

者の行動を，「経営を刃文り巻く経済朗機会から紫箔され  

る軽骨行動，経常原理の検討，そのような行動をとらし  

める軽骨者のモチベ岬ション，行動様式」2℃）を過去に  

遡って分析するという方法をとっている。このアプロー  

チは，具体的な経営者像を作りだしている点で優れてい  

るが，ともすれば軽骨史の叙述となり，また多数の経常  

問での比較をはじめ，定盈的研究との接点が少ないとこ  

ろに難点があるものと思われる。   

主体形成翰的アブロwチほ，軽骨者能力の形成のプロ  

セスとメカニズムの解明に蕊点を贋くものである。例え  

ば魔笛衆一21〉は，経営者能力を経常管理遂行のための  

問題解決磯勇と富親し，その形成を舷放と知紙の蓄積，  

そして，大河内暁男22）の「経常構想力の射程」概念に  

よる経営管理課題認織の展開等から分析することを統み  

ている。このアプローチでは，心理学や教育学をも駆使  

しているものの，経営者を総合的に凝えるには至ってい  

ないものと思われる。   

さてここで，以上のアプローチの検討を，経営成果に  

影響する経営者要因の変数的な経常分析，診断への導入  

という裸竃との関連で考えてみる。総督者薬園を定激的  

な分析に移入するには，それをある程度梁寮論的ないし，  

類型論的に捉えざるを得ないと思われる。しかしながら  

その際，繁閑を単なる抽象的な寮案などとしてではなく，  

具体的な経営過程との関連で捉えることが必黎である。   

その点については，清水髄螢23）の企業における経営  

者能力の研究が参考になる。まず披は，経営者能力を，  

経常の状況に適合して効果的に経営者としての機能（将  

来構想の構乳 悪風決定，執行管理）を遂行する能力と  

冤発する。（彼のいう絃骨者能力を，機能との関連でま  

とめたものが衆2岬2である。）経営者能力ほ，それ自体  

直接的に経営成果に賓献するものではなく，媒介変数を  

経て剛賽的に寮赦するものであり，その媒介変数として  

意思決定過程を考える。憩恩決定過程は二段階からなり，  

箪山段階は企業外畷塊，企茶内条件，経常理念を経営者  

の個性によって認絶評価し，その結果将来構想を構築す  

る過程であり，その解決策を桟紫して行く過程である。  

そして経営者能力を，これに先行する金華外税塊，企業  

内象件，経営者の属性と，これに続いて生起する将来構  

想，敵恩決定，葱恩決定の結果との関連において．全体  

的な健常者黎因として取り上げ，それらの軽骨成果に対  

する深献皮を分析しているのである。   

農業経営の総督者を対象とする場合においても，この  

分折方法の基本的な部分は適用可能であり，有効なもの  

であるといえよう。ただし，このようにして捉えられた  

要因の相互関係を解明する何らかの分析方法を併用する  

必要があると考える。  

第3節 会計学的アプローチ   

ここでの会計学的アブロトーチとは，主に会計情報に基  

づく財務諸家分析を出発点とするアプロトーチのことであ  

り，定数的な経常分析および経常診断を中心に，それら  

と定性翠因との関連についで考察する。   

静記紀録および財務緒塞から得られる会計惰報とは，  

軽骨活動の展開における経常財産の運用の局面で捉えた  

経営の状況の惰報である。緑営分析は，それらを利用し  

ての財務緒衆分析を中心として展開して来た紺。財磯  

語数分析は財務比率を駆使しながら，流動比率を中心と  

する流動性分析，投資利回り，ROI，デュポンシステム  

を中心とする収益性分析，ウオ、…ルの指数法を中心とし  

た総合評価などの様々な手法へと展開した。   

しかしそれら伝統的な財務緒分析に対して，鵬般に次  

のような問題点が指摘されている25き。第…・は，財務諸  

表のデータ自体の限界である。これは利益概念を中心に，  

会計基準によって財務諸衆をまとめることによる。節二  

ほ，結果からの原因遡及が困経であることである。これ  

は，財務緒嚢は経営清働を金銭的に評価するもので，経  

常の実態をリアルに評価できないことによる。節三は，  

多数の財務比率の評価の問題である。これは，財務比率  

の間にはトレードオフの関係のものもあり，また，総合  

的な評価を行う際の客観的基準がないことなど，それら  

を総合的に評価することが困難であることによる。   

さて，ここで戯紫綬常分析，診断の方法の展鰍狛に  

目を向けると，やはり企楽の財務緒磯分離の場合と同様  

の間減点などが存在していると考えられる。   

慮紫綬常分析，診断の具体的な方法にづいては，まず   
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掛按比較儀」礫瀾比較法，自己比較法があげられる。そ  

の中核を成す麗接比較法は，コーネル学派の所得形成箪  

園分析によって発展したものである。これは，多数の農  

家を調査し，駁終的成果指標によって農家群を優秀農家，  

平均脇家，不良農家 の三群に分類し，各群の成果相棒，  

質園相棒についてそれぞれの平均値を計算し，それを診  

断基準として用いるというものである。この方法は，用  

いるデ仰夕が会劉一隅報に限られることなく，様々な安国  

拍梯を含む点で，財務緒嚢分析の問題点の川部を克服す  

るものではあるが，以下のような問題点が指摘され  

る27）。第山に，成果拍櫻と多数の繁閑拍腰との関数的  

対応関係が明らかでないことである。つまり，各紫閻指  

標のの成果指標への貢献の方向と大きさを麗感によって  

判断せざるをを得ないのである。第二は成果指標の総合  

評価の問題であり，これはさきの財務緒衆分析における  

問題と同様である。第三に事 華償脛溜の総合指標への集  

約と栗因指標間の相互関係の解明についての問題である。  

つまり，輩因楷様においても多様な指標が存在するため，  

財務指標の場合と同様の問題が生じるのである。   

しかしその後，一般に経営分析，診断の方法は，多変  

鼠解析の適用と嬰因指繚の多様化という二つの方向で発  

展したものと考えられる。   

多変蕊解析の適柳ま，直接比較法について指摘された  

問題に応える形で，蕊回帰分析，主成分分析，さらにほ  

主成分の蕊回帰分析といった手法の適用へと発展し  

た2S）。これらの手法はそれぞれ，薯‡訃指標と成果指標  

との関数的対応関係の解明，多様な指標の総合化，総合  

指標問の関数的対応関係の解明を目的として，成果をあ  

げている。   

要因指標の多様化は，経営診断における原因遡及の領  

域拡大の繋鏑に応える形で，従来，生産要素に関するも  

のが中心であった薮因指標に，技術に関する指標の導入，  

さらには経営者の紫因に関する指橡の導入をも進めると  

いう方向で展開した。経営学的アプローチの成果も得て，  

経営者箪因の指標としても多様化は進み，年齢，学歴，  

キャリアなどの比較的数蕊化の容易な経営者の経歴に関  

するものに限らず，能力，モチベーション，経営過程に  

おける薬園などを発す指標，代筆捜変数も用いられように  

なったのである29）。また，それらは山般に比較的簡単  

な数濃化によるものであることが多いのに対して，要因  

指標の取り出し方にも新しい傾向がみられる。例えば，  

増田常翠30）は経営者の技補知織に注目し，多数の項目  

からなるテストをイチゴ栽培軽骨の経営者に対して実施  

し，その得点を要因指標とする優良農家と不良農家との  

判別分析を行っている。またき潜水隊房31）は，複数の第  

三者が施設園芸経常の経営者を，経営過程におけるいく  

つかの側面（観察．分析，決感，窺行）について評価し  

たデータに主成分分析を適用し，総合朗な椎骨者紫園指  

標を導出し，経営成果への薯献度を計測している。山方，  

生産関数分析においても同機に，慣習的投入賓嚢以外の  

経営者紫紺等の指標が，教育に関するものを中心に導入  

されており32），増乳 晒水の研究に対応するものとし  

て，というよりも先駆的なものとして，パーティ33〉，  

アプトン34）の研究がある。   

近年のこの二つの方向への展開について検討してみる  

と，まず多変数解析の適用すなわち，指標問の関係の分  

析手法についてはほぼ確立された感があり，また大きな  

成果もあげているといえよう。しかし，賓観相梯を巡る  

展開すなわち，賽瀾を把揺する拳法に関しては，素因指  

標が直接尺度35）である場合を除いて，安国指標全体に  

共通する問題が存在すると思われる。用いられる要因指  

標の多くは間接尺度であるが，その指標については要因  

の性質等により数種類の拳法が存在する。節叫に，要因  

を何らかの連続魔の代理変数である比率尺度，距離尺度  

で表現する手法がある。この場合ほ，要因と指標との園  

果関係が問題となり，また何よりも適用できる領域が少  

ないという限界がある。第二に，安国をその方向と程度  

により順序尺度で捉え，順位を数値化する手法がある。  

この場合は，順位を操作可能な数倍に澄き換えられる根  

拠が存在しないことが問題となる。第三に，粟国を名鶴  

尺度で捉え，それに何らしの数億を与えるという手法が  

ある。この場合も数値を単に懇意的に与えているに過ぎ  

ないところに間濁がある。さらに，このようにして得ら  

れた数値を総合化するケ脚スも多くみられるが，山般に  

それらには総合化の客観的基準が存在しないのである。  

つまり紫鏑指標は，多様化しているとはいえ，その適用  

可能領域の限界と数激化の欠如という二つの大きな方法  

論的な問題を抱えており，充分な原因遡及を成しえてい  

ない状況にあると思われる。   

しかしながら，これらの開趨を解決する試みを清水能  

登らの企紫評価の研究抑の中にみることができる。清  

水らは，従来の財務緒衆分斬の原因遡及の困難，個別指  

棲の分斬では有機的な経営状況が捉えられないことに対  

する不満などから，「財務指標の奥に存在する比較的安   
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定した緑営素因に注目し，これを麗按分析することに  

よって，糸の食味の余栄の経営力を評価」37Jするという  

立場をとる。そしてアンケート調査により，企菟の菟簸  

を親愛する定性的な賓l勾（トップマネジメント，組軌  

技術，製品，財務，経営関係等の粟国）をカテゴリカル  

に捉え，それらの莱簸への常飲舷を，夜接比較法の作衆  

分析に対応するD倍分析と濃紺螢分析に対応する数濃化  

†頬によって計算するQAQF（Qua王－titativeAnalysis  

forQualitativeFactors〉という方法を用いて実証分斬を  

行っている38〉。   

彼らの分析方法は企楽を対象としでいるため，農業軽  

骨分離，診断に直接には帝人できないにしても，その基  

本方針は非常に有用なものと評価できよう。   

泣後に，本節で取り扱った農薬練償分析，診断におけ  

る拳法の展開を牒12－2のように碁埋した。  

指捧データに主成分分析を適調音するという方法を採用す  

る。   

第二の点に関しては，栄樹掬棟における数億聴聞瀾蘭  

と適用可能領域の限界を考慮し，従来の経営者に関する  

研究の申で取り上げられてきた繋園を，調査によって再箋二  

接かつ，カテゴリカルに捉える方法を採用する。そLて，  

葉蘭拍】沌の関係を解明する問題に対しては，相関分析と  

カテゴリカルなデ00夕のパタ叫ンを分析する手法である  

数蕊化l打頬を適用することより対応する。また，調動こ  

よって捉える賓園は，紬象的な寮‡勾としてではなく，具  

体朗な経常過程との関連で捉えるということを基本とす  

る。なお，調査手法についでほ，取り扱う対象の性臥と，  

社会心理学轡で用いられる態度測定の手法を援用する。   

第三の点に関して吼 カテゴリカルに捉えた定性寮園  

の，経営成果に対する欝献度を測定する手法であるD倦  

分析を採用し，また，複数の要因の，貿献度の測完につ  

いては数盈化I掛こよる分析手法を採用する。   

実際の分析については，第血の点は第4車において，  

解こ 節三の点は第5牽においてそれぞれ行う。なお補  

足的に，節4輩では，盤愈的な技術要図指標と経営成果  

指標との相互関係についても，主成分分析と登園檜分頗  

を用いて分析する。また第5車では，定性薬園に関する  

補足的分析として，総合化した技術指様に対するD備分  

析も行う。なお，分析に用いる手法の群細については，  

分析の展開の申で触れる。  
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針を明確にし，従来の方法を授用ないし改善し，それら  

を総合することによって構成される。   

その三つの点とgま，第山に，軽′浄成果の評価方法と評  

価益晩 節二に，定性要因の把握と解明．節三に延性紫  

因の影響力の測愛である。   

箪血の点に閲Lては，経常成果を評価する際に複数の  

成果指標を総合的に評価する必要があることから，財務  
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には1042．3万頗となっている。山九 飼養戸数は減少し  

し続け，45年44．45万戸，50年22．34万戸，そして59年は  

9．15万戸となっている。当然ながら1戸当たり平均飼養  

頭数ほ急速に増加し，59年にほ113．9放となった。これ  

は50年と比較しても3倍増であり，登豚経営の規模拡大  

がいかに急速に進行しているかを物語っている。   

また，近年養豚経常では規模に関する変化に加えて，  

経営タイプに関する変化が進行している。経営タイプ別  

飼養戸数の構成比は，59年では子取り経常が4臥7％，肥  

育軽骨が14．7％，－一貫経営が36．5％で，これを49年と比  

較すると，子取り経営ほ3．6％減，肥曹緑営ほユ7．3％組  

鵬欝経常ほ19．7％増である。そして経常タイプ別飼巻渕  

致の構成では，一隊経常が59年で75．3％を迂iめ，経常タ  

イプの一貫化が進行しているのである。   

なお，以上に関連して，肥育豚頭数別飼寒声数の働哨  

と山質種常の・別家頭数規模別飼寒声数を，本論文の対象  

農家の位擬する埼玉県のものを中心に，衣3－jと衆3－  

2にそれぞれ示した。   

ところで，敢近の怒豚経営を巡る状況には厳しいもの  

がある。まず，50年以降，次第に消費は停滞的となって  

おり，供給が過剰気味の状態となっていることがあげら  

れる。その一方では生産コストが上昇しており，収益性  

嚢3一1肥育豚頭数規模別飼養戸数の動向  

肥督豚頭数規模   埼巨県  ．i■l■  

飼寒声冨数（＊10）  5670  

‡箋鋼l】5叫こ  5150  

55年  ∠1170  

56年  3750  

57年  320（）  

58年  2890  

59年  

比率  

0 1～9 10～29 こ与0～ご才9 50～99 1（）0ル299 300～‘柑9 500～999  

1700  2060   6SO   310   ごき60  d（）0  90  60  2
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り
 
 

1530   990   fi90  
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！）50   520   ′130  
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320   420  560  110  80  

2（妄0   ：ヨ∠10  5：き0  】20  33  

150   280  380  140  liQ 

170   260  36こ事  120  60  

54年  】00  30．0  

56年  100  26．（；  

59年  1QO  32．9  

全 図  

餌食戸数（＊100）  

5d年  】56300 75800  

56年  126700 59700  

59年  91500 dOlOO  

比率  
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1i．6 10．7  

8070 10100  日首相  

7160   9dSO  】1700   ：葺500  

5950   786（ラ  10600   3790  
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5．7   7．5  9．2  2．8  

6．5   S．6  11．6  d．l  

2200  

2020   810  

242．   990  

ト」  

1．6   0．6  

2．6   1．ユ   

資料：畜産統計  
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喪3刷2 〃脚・】塔経営の酬泰頭数規模別飼寒戸数  

（埼玉i柊）59年  
－▲イ㈹＝一血〉一叫一山血酬レ肌血＝伽血〟〟脚州エー▼▼′′一－－仙血＜血←▼▲酬－刷仰一ノM→′→W一冊血▼‘ 〟〟〟血ヽ－山肌＝㌦′′′′′■酬伊仙〉■＝泄〟一一血一肌mノ▼ノ洲－肌…酬r洲－血h－▲叩肌肌′‘酬   

馴求頭数 ～910～1920～2930～4950～ 計  

餌食戸数  470 280 150 1501101160  
比  率 4仇5 24．112．9 12，9 9・5 100  

巣を大きく左右すると考えられ，このことは，この研究  

の対象としてふさわしいと同時に現爽からの賓請も商い  

ものであると考える。  

第2節 対象鹿家の性格   

本給文の対象とする餐豚鹿家は，いずれも昭和55～59  

年にかけて，岡山の遮断こよるコンサルテ血ションを受  

けた農家である。そのような凝家を選定した殴大の理由  

は，本論文の分析には，薬膳経常の財務指標データと絃  

常者に関する変性紫困のヂ…タを敢低限必要とすること  

である。そしてできる限りサンプル数ほ多数で，財務指  

標の評価基準が称泄で，また，経常構造や立地条件琴に  

経営聞で極端な差がないことが澄まれることにもよる。  

財務相梼ヂ岬夕についてはコンサルテーション結果から，  

定性要因テ」夕については調査からそれぞれ得ることが  

でき，その他に望まれる条件もほぼ満たす研究対象であ  

ると考える。なお，第4牽の分析に用いる財務指礫（お  

よび技術指標）データのサンプル数は65であり，節5翠  

資料：畜産統計  

の慾化が特に54年以降みられる。そしてこれらの傾向軋  

餐豚農家の数倍増加をもたらし，負債の長期圃烹化も深  

刻な問題となって来ている。また，規模拡大に伴って償  

却乳 支払い利息，発尿憮瀾爛などが繚営を圧迫し，い  

わゆるスケ仙ルメリットよりもむしろスケールデメリッ  

トが生じることも多くなっている。   

以上のような状況に加え，養豚棟′㌫■では一般に繚′静間  

の所得格差が大きいことから，特に経営管理の盈要性が  

指摘されている。   

本論文が餐豚繚督を研究対象とした主賓な彗星由はここ  

にある。つまり現在の巻豚経僧は，経常管肇‡更の面を‡や心  

とする繚営者の繋園，すなわち，定性的な要因が経営成   

．   1  泰3一′′：う 棟内佃格の推移（大宮．  皮はぎ．省令規格．kg当i））  
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嚢中l財務指棟の算式  の分析に用いる定性牢固のデータについては．財勝相棒  

（および技術相標）デ仙夕が得られた農家に対して行っ  

た間食により，30戸のものを得た。   

さて，対象農家の性格であるが，軽骨タイプはいずれ  

も小貫経営であり，家族労働を立とする軍楽約養豚経常  

が中心である。規模は，母膝頭数20頭から2㈹鯛近いも  

のに渡り，平均では約65頭であり，これは県内の副賞経  

営としては中位に位粧するが ちなみに埼玉県の館豚提督  

を他のl消衆地方の餐豚の盛んな県と対比してみると，戸  

数は多いが副業的性格が強い茨城県と，戸数ほ少ないが  

企楽的性格が強い神奈川県との中間的な性格をもってい  

るといえよう。対象農家は，その埼玉県の北部の餐豚地  

蒋を中心に分布している。   

コンサルテーションを受けているということに閲する  

農家の性格については，次の2点をあげておく。血つは，  

一般にはコンサルテ…ションは経営不振の農家が受ける  

と考えられるが，必ずしも経常不振の農家ばかりではな  

く，優秀な鹿家も含まれているということ。もう血つほ，  

コンサルテーションを受ける以上，佼低限の記帳は行っ  

ているので，その点に関しては，M山般の農家の水準より  

も記帳能力が1額；い可能性があるということである。しか  

しながら，この対象鹿家は埼玉県の寒豚地覇の一貫タイ  

プの尊莱的家族発豚禅骨を代表し得るサンプルであるこ  

とには変わりがないと思われる。   

敢後に、敢近の豚価の動向を衆3岬3に示しておく。  

それによれば，コンサルテ脚ションの実施期間内におい  

て，豚価の大きな変動はなく，大きな豚価変動を原因と  

する経営構造の変化は殆どなかったものと考えられるの  

第4車 貝オ務・技術相様による分析  

第1節 財務指標による経営成果の評価   

本節でほ，養豚経常の財務相棟データに主成分明雄汗  

を適用することにより，経常成果の評価を行う。なお本  

輩で使用するデータは，埼玉県畜産会のコンサルテー  

ション結果の経常診断欄榛であり，サンプル数は65であ  

る。   

経常診断指標のゃから，経常の収益性，効率性，財務  

安全性など経常成果の評価という鋸勺に対応する10の財  

務指礫を取り上げた。それら10の財務持株とは，1‡ヨ当  

たり所得，総嚢本利益率，自己資本利益率，Ⅰ靴忍資産匝  

転乳 総資本捌夏哀ミ率，所得率，流動比率（の逆数2）），  

【∃己資本比乳 発上商支払い利息率，発上甜普入金返済  

財務指楯  

All日当り所瀾  

A2 総資本別名姦率  

A3 f…i己資本利益率  

A4 固定饗塵回転率  

A5 総資本回転率  

A6 締得率  

A7 流動比率の逆数  

A8 自己資本比率  

A9 発上高安払い利息率  

A10発上糾狩人食返済額  

算式  

所得／（労働時間／8）  

純利益／総饗奉  

納利益／鉦已資本  

売上高／園宝資産  

発上高／総資本  

所得／発上高  

流動魚憐／流動資産  

自己資本／総資本  

支払い利息／産土盛  

期閣内返済金＋  支払い利 

息／売上高  

嚢∠lw2 財務指標の平均値・標準偏益  

財務指櫻  平均値 標準偏差 変動係数  

All目（8h）当l）所得（百円）162．32 84．89  

A2 総資本利益率（％）  17．18 軋46  

A31当己資本利益率（％）  22．27 58．36  

Å4 国宝繁茂l室綱云率（回）  4．9（〉  2．60  

A5 総資本回転率（柳  1．29  0，司1  

3
 
 
2
 
 
2
 
 

5
 
 
3
 
 
3
 
 

0
 
 
ハ
‖
U
 
n
U
 
 
 

A6 榔等率（％）  21．銅  9．7∠l  

A7 流動比率の逆数（％）   37，89 92．38  2．d3  

A8 fヨ己資本比率（％））   57．75 25．53  …づ  

A9 発上露文払い利息率（％）1．53 1．22  0．80  

AlO売上裾曹入念返済率（％） 4．02  4．05 l．Oj   

紘）Alほ放柑消懲捌勿梢指数でデフレ岬卜した。  

率である。その算式については衷4鵬1に示した。   

各財務指榛の統計的特徴については衷4－2にまとめ  

たが，指標によってその分布のばらつきの度合が大きく，  

農家間の経常成果の格差，財務構造の違いが大きいこと  

を反映している。ばらつきが特に大きい指礫として机  

自己資本利益率と流動比率（の逆数）が，また逆にばら  

つきが比較的小さい指標としてほ，総資本緋伝率と自己  

資本比率がそれぞれあげられる。なお家中の変動係数3）  

は，分布の平均備に対する相対的なばらつきを来すため  

に用いているが，負のデータを含まないものについての  

み有効なものである。   

また，財務指標聞の相互依存関係を相関係数によって  

発した。（衆4－3参照）指標問で，性密の似ているもの  

同士の相関は当然ながら高くなっているが，収益性を来  

す指標と財務安全性を表す指擦との間にも，多少の相関  

関係がみられる。   

さてここで，財務相棲により経常成果を評価する方法   
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嚢4ノ仙3 財務指堵潤一の相関係数  

財務指櫻  相関行列  

．‘＼I   A6   A7   A8   A9   A10  A2   A3   Aたi A5  
1l‥‡当i）締得   Al l．000  

総資本利益率  A2  0．887 1．000  

‡ヨ己資本利羞姦率  A3  0．525 0．58ニう 1．000  

固定資魔I掛軽率  A‘1州Ⅳ（）．0：iO O．錮3 仙Ⅷ．029 l．（）0（）  

総資本回転率  A5  0．1i9 0∴ミ91 0．092 0．717 1．000  

所得率  A6  0．894 0．8（；3 0．55わ 棚0．088 0．009 ！．000  

流動比率の逆数  A7 …0∴う06 血0．305 血0．828 0．175 0．1（；5 仙0．366 1．000  

自己資本比率  A8＋（し朋0 0．3！）9 0．271励0．OG4 仰0．210 0．493 山0．479 1．000  

鬼上高支払利息率 A9 …0．づ！）1000．′】（；1血0．300 …0．108 …0．156 伽0．′125 0．202 －0．5751．000  

売上高購入食返済率 AlO 州0．286 叫0．299 仙0．1月2 仙0∴う53 岬0，282 ‰0．228 0．095 －0．4i9 0．（ii9 1．000  

数的し，経常成果の評価を行うという方法を採用する。  

この方法の適用の巨川勺を完結に嚢現するならば，「維が  

行っても同じ評価が得られ，しかもそれに客観的な説得  

力が伴うような総合特性億と評価基準を求めようとす  

る5） 」ということになろう。   

そしてその分析絡澱が教小司である。なお通常この  

種の分析では，1．0以上のものを用いるので，それに倣  

うことにした。   

第1主成分から第3主成分までの固有儀はそれぞれ  

4、333，2．ユほ，1．298であり，寄与率はそれぞれ43．3ヲ‘，  

21．ユ％，13．0％で顛穏寄与率は77．4ヲ名となる。つまり第  

1主成分かち第3主成分までにより10の財務指棒のもつ  

情報魔の77．4％をカバーしていることを慈昧している。   

さて，各室成分ごとにその特徴をみてみると，それぞ  

について考えてみる。桐‘務指標は，そのそれぞれが経常  

の目標ともいえ，経常分析に関してそれぞれ皆固有の慈  

養をもっていか㌔ しかし同時に，摘磯間には複雑な相  

互関係が存在しているため，指標について個別に溝給す  

ること吼 それだけでは意味がない。また，個別指様に  

よる評価から経営全体の評価を尊くことは容易なことで  

はない。仮に，個別指様による評価をウエイト付けする  

などして合計するにしても，用いる指揮の数や評価ウエ  

イトの与え方に関する決盤の客観的蓮華が存在しないこ  

と，さらに，指標問の関係が独立ではないことによって  

指標が過大または過小に評価される危険性などが問題と  

なるのである。   

そこでこれらの問題を解放するために，主成分分析に  

より財務相棟のもつ情報を相互に極細関な総合ま劉生儀に  

塞か司姻務指増の養成分分析  

節l〕三成分  節2品主三成分  節3ニi三成分  

固有依  ノ壬．33：逢  

暦雪・率  0．よ重33  

累碩磯巧凋射し133  

因子魚苗儲  

0．878  

0．8S2  

0．718  

0．098  

0．181  

0．862  

…0．572  

0，669  

仙0．6B（）  

山0．ヰ95  

2．118  1．298  

0．21I  O．1：う0  

0．64∠】  0．74d  

園子負荷魔  i礼子魚苗凝   

血0．043  0．1：与9  

0．197  0∴う02   

血0．2射  0．399  

0．86：う  0．1‖  

0．S53  0∴i31   

劇f）．155  0．170  

0．よ175  仙0．ユ52   

仰0．222  腑0．522   

鵬0．191  0．517   

000．上ず52  0．561   

財務指攫  

A】l〔1当り所習  

A2 総資本利益率  

A31…i己資本利益率  

A4 閲走資産回転率  

A5 総嚢本‡綱云率  

A6 所瀾牒  

A7 流動比率の逆凝  

A8ド1已資本比率  

A9 う軋h鶏支基い利息率  

AlO究上磯借入金返清華  
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なお，この第1主成分により評価し得られる農家ごと  

の得点を農家の経常成果の尺度として用いる。（各農家  

の繚′乱成果スコアについては節2節東の衆4－9参照）  

第2節 技術指標による技術成縫の評価   

本節では，登豚経常の技術指標データに対して前節と  

同様の視点と手法による分析を行い，技術成約の評価を  

行う。   

経営診断指棟のゃから，寒豚の繁嫡部門と肥帝都‡】Fきの  

技術成擁を表す技術指標を取り上げた。取り上げた技磯  

路礫は，繁殖技術相轢として分娩i頭数，分娩間隔，産子  

数，奪成醜数，1脱当たり波子数，1腹当たり脅威頭数，  

嚢車5 扱蘭指標の平均値・橡準備委  

れ以下のようになる。第ま主成分ほ，まず，主成分の給  

食特性倦と元の各指標との相関を表す因子負荷魔の符号  

をみると，いずれも経常成果に対してプラスの意味をも  

つことがわかる。また，園子負荷鼠の大きさから主成分  

への寄与の大きさを考えると，正のものでは総資本利益  

率0．882，1日当たり所得0，878，所狸率0．862，自己資  

本利益率0．718，t当己饗本比率0．669，負のものでは売上  

高支払い利息率－0．680，流動比率の逆数鵬0．572の寄  

与が大きいことがわかる。よって解1主成分ほ，収益性  

と財務安全性，そのうち特に収益性を内容とする総合的  

な経常成果の水準を示す成分であると解釈できる。   

第2主成分は，因子負荷畿の騰が大きいものとして問  

定資産回転率0．863，総資本回擬革0．853があることなど  

から，資本の効率性を主な内容とする成分であると解釈  

できる。   

第3主成分は，園子負荷盈の侶が正で大きいものとし  

て，発上i鍔借入金返済率0、561，売上高支払い利息率  

0．517，負で大きいものとして自己資本比率仙0．522な  

どがあるが，その性格についてはあまり明確に解釈でき  

なかった。   

ところで緑営成果の評価基準ほ，山般に紳輔の目的な  

どによって左右されるものである。しかし，ここでの分  

析対象である滋豚の器楽約な家族経常の山般約な経常目  

棟を想定し，また第1主成分の内容と性質を併せて考え  

ると，この節1主成分による給食特性億を，ここでの総  

合的な経営成果の評価基準として採用することができよ  

う、－  

酪格技研瀾磯  

Bl分娩回数“司）  

B2分娩間隔用）  

B3童子数（頭）  

B4 和裁頭数（頭）  

B51腹当り成子数（頗）  

861腹当り督戚頭徽（頭〉  

王う7圏域率（％）  

肥醤技術指磯  

しl肥再回転や（l‖l）  

C2肥曹lヨ数（日）  

C31日当i）平均機体薮（g）  

C4飼料渠求率（kg）  

C51頭射）飼料給与袋（kg）  

平均値櫻準偏差変動係数   

2．03  0．24  0．12  

181．99 18．36  0．10   

20．57  2．66  0．13  

17．03  2．62  0．15  

10．12  0．78  0．08   

8．37 0．97 0，12  

82．62  6．36  0．08  

1．99  0．24  0．12  

183，17 21．dO O．12  

560．88 63．84  0．11   

3．14  0．30  0．10  

317．99 33．37  0．10  

C6遠路紋率（％）  5．50 3．39 0．62  

塞4州6 技術相機関の相場係数  

技術縛糟  粕問行列  

BI B之  B3  B4  B5 】う6  B7  C】  C2  C3  C4  C5  C6  

分娩回数  

分娩間隔  

虚子教  

習枕頭数  

‖宴当り慮子数  

l瓶当り暫戚頭数  

曹成率  

肥曹回転率  

肥督日数  

1日当り平均噌儀磯  

飼料要求率  

1頭当り飼料給与徽  

事故率  

ll11．川吊  

B2－8．982 】．00り  

B3 0．817 柚0．793 】．000  

B4 0．693 －0．66（； 0．那11．0ひO  

B5 0．288 －0．220 0．751 0．666 1．000  

B6 0。193 －0．163 ひ．577 0．828 0．7月7 1．000  

日7 0．006 0．018 0t885 0．528 0．125 0．715 i，000  

C10．003 0．0柑 0．129 け．266 0．206 0．333 0．339 1．000  

C2－0，077 0．064 …0．238－0．392 叫0．318 仙0．朋1－0．377鵬0．902 】．000  

C3 0．173 一雄．】68 0．307 0．づ（；】 0．329 0．d73 0．398 0．823－0．91S l．000  

C4－0．304 0．340－0．d26－0．4馴 鵬0．370－0，8】5000，269れ0．265 0．869－0．511】．000  

C5－0．】93 0．200肘0．289－…27－0．270－0．408…0．371山Ⅷ．d13 0．579岬0．5710ぷ51．000  

C6－0．0610．013－0．198－0．279－0．282－0．383…0．236－0．358 0．281－8．339 0．050 0．057 川00   
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育成率の7指標，肥育技術指標として飼育Ⅰ頭転学，肥育  

日数，1日当たり平均増体温，飼料寮求率，1好ま当たり  

飼料給与鼠 事故率の6柏捧の計13指標である。   

各技術相磯の統計的特徴については衆4－5にまとめ  

た。指磯の分布のばらつきは，肥育技術指標の事故率に  

ついては若干大きいものの，その他については小さく，  

ここで取り扱った指標でみる限りでは，戯家問の技術水  

準の格差は比較的小さいといえる。   

また，技術相磯瀾の相関係数を衷4－6に示した。繁  

殖技術摘磯瀾はよび肥育技術指標問には，それぞれ多少  

の相関がみられる。しかし繁殖技術相櫻と肥育技術相接  

との聞にほ，岬肌一般に繁殖成城の肥育成撼への影戦がいわ  

れているほどには大きな相関がみられない。以上の点お  

よび技術構造についての考慮により，技術相様について  

は…融軋 繁殖技術相櫻と肥轡技術指標とに分けて分析を  

進めることとする。   

そして，繁殖技術相様のヂふ夕に主成分を適用し，表  

4－7の結果を得た。   

節1主成分は，固有侶4．243で寄与率は60．6％と大き  

い。園子負荷凝についてみると，符号は皆繁雑成綾に関  

してプラスの窓味をもち，その大きさは育成率0．374を  

除いて，育成頭数0．976，慶子数0．951を始めとしていず  

れも大きい。よって第1主成分は，受胎に関する技術を  

中心とする総合的な繁殖技術を示す成分であると解釈で  

きる。   

節2主成分は，固有爛が1．798，寄与率は25．門‘で異  

様寄与率は86．3％となる。園子負荷慶は負のものでは育  

成率－0．714，1腹当たり育成頭数－0．651，分娩間隔  

仙0．607，正のものでは分娩‡頭数0．583が大きい。よって  

この第2主成分は，育成翠向上の技術を中心に，同時に  

その対極としての分娩l計数に関する技術の成絨を示す成  

分であると解釈できる。   

以上の分析より，解1主成分を繁鵜技術の総合的な指  

梯として採用することにし，また，この節1主成分によ  

嚢∠卜7 繁殖技術指櫻の‡巨成分分析  

節1お成分  

固有値  4．243  

寄辱一輝  0．606  

累棉寄与率 0．606  

園子魚苗儲  

0，77（う  

仙0．752  

0．951  

0．97（；  

0．718  

0．750  

0．374  

箪2三宝三成分  節3養成分   

1．798  0．889  

0．257  0．127  

0．863  0．990  

‡薫け負荷兇  園子負荷敬  

0．58：う  仙0．222   

…0．607  0．230  

0．214  0．209   

州0．148  －0．113   

仙0．296  0．623   

…0．65】  0．036   

】0．714  酬0．583  

繁旅枕術指標  

Ⅰう】分娩僧l致  

B2 分娩間隔  

B3 慮子数  

王うJ‡督成減数  

B5 日勘当仇張子数  

鋸；1暇当り督成溺蘭  

B7 翻戴率  

衆乙卜8 肥翻立術指梯の主成分分析  

節1主成分  

【畜l有他  3．6月2  

寄与率  0．607  

累椅寄ーブ▲率 0．607  

1勾了・負荷数  

0．846  

…0．939  

0．932  

000．680  

血0．763  

仙0．361  

第2主成分  節3主成分   

1．271  0，739  

0．212  0．123  

0．8】9  0．932  

因子負荷儲： 巨！子亀荷駄  

0．377  0．276   

州0．167  －0．235  

0．153  0．j25  

0．626  0．286  

0，5～壬7  0．165   

…0．622  0．695   

肥育技術職磯  

Cl肥督恒い転率  

C2 肥袴lヨ数  

C31‡黒当町準均噂休機  

C4 飼料繋ポ率  

C51頭当り飼料給与j室数  

C6 箋齢故率  



木  南  H莞  

てこの解1養成分は，肥督促進に関する技術を中心とす  

る総合的な肥育技術を示す成分であると解釈できる。   

第2主成分は，固有値が1．271，寄与率は21．2ヲ名で累  

積寄与率ほ81，9％となる。園子負荷鼠は．負のものでほ  

事故摩トⅧ．622，iEのものでほ飼料紫求率0．626．1頭当  

たり飼料供与う濃0．547が大きい。よってこの節2主成分  

は，飼料効率の向上の技術とその対極の関係としての事  

故率の低下に関する技術の成緻を示す成分であると解釈  

できる。   

以上の分析より，節1主成分を肥育技術の総合的な指  

り評価して得られる農家ごとの得点を繁殖技術スコアと  

呼ぶことにする。（各鹿家の繁殖技術スコアについては  

本節米の教4－9参貝望）   

山九肥育技術指標のデ山夕についても同様に主成分  

分析を適用し，衆4－8の結果を得た。   

節1主成分は，固有倦が3．642で寄与率は60．門右と大  

きい，因子負荷袋についてみけみると，符号は馴巴督成  

掛こ関してプラスの意味をもち，その大きさほ，正のも  

のでは1E】当たり平均増体薮0．932，肥育回転率0．846，  

負のものでは肥育目数－0．932などが特に大きい。よっ  

羞dm9 恩寵の経営成果スコア・技術成城スコア・規模  

No・讐警響 警警響 月禦響 規模  

1  w16．B84   …】l．159   血d．3（i8   22．2   

2   仙：う．697   w9．9d9  5．110   26．9   

3  （）．371  3．】60  3．009  ：52．4   

4  5．283  2．951  5．018   38．8   

5  】ユ．749   …2．810  0．764   38．8   

6  0，679  7．857   w5．125   43．8   

7  2，60i   仙3．】∠16   山1．213   50∴う   

8  l．095  0．735   …1．723   5：う．2   

9  4．361  2．262  d．2月4   57．6  

】0  2，638  3∴370   …0．251  58．9  

11  0．5司8  0．175   …：う．025   60．2  

】2   …2、968   －5．9】3  ・－‖．255  （う0．6  

】3   仙0．442   仙2．3ヰ3   仙0．797  （；：う．9  

1づ   仙3．030  1．606  ：う．678   64．8  

15   〉5．d68  0．691  0．87：う   68．4  

16  （；．950  7．178  ノⅠ．950   80．5  

17   －】．809  0，275  仙0．198   8こi．7  

18  l．952  1．173  1．（i朋   9610  

19  1．067  1．675  】．i88 146．0  

20  0．961  1．1：う3  2．027 】5（；．0  

21  …－0．ユ23  1．66ニう   …1．3d8  】8．7  

22   …5．773   血5．97′壬   …1．018   21．2  

23   血l．674   w7．081   …0．049   27．2  

2∠‡   鵬0．720  2．】97   －1．545   29．3  

25  6．483  l．565  （）．197   3J】∴1  

2（う  5．209  3．63i  5．757   42．2  

27   鵬5，717   …！．457  0．2d7  ／13．0  

28  ：i．引：i  3．02月  O．6d3   47．9  

2‡）  0．702  4．72G   仙2．f；19   48．0  

30  4．671   叫l．682  l．1：う1  49．2  

：il  ノ‡．277   －0．540  4．129   5Z．9  

：i2  5．645  2．269  1，795   52．9  

ニi3   血」．229   肌仙7．GO2   柵6．388   55．2  

・、 －こ・・－ t－・・・・－∴ ∴・．＼・・・・  
3∠】  

35   

ニうG   

37   

：き8   

39   

80   

月1   

月2   

d3  

0．970    州6．0∠箋7   

0．399  】．281   

0．5ノ16  Ⅶ0．179   

6∴う（洞  ：う．d60  

i．270  2．ミ）：主2  

7．06（う  4．798  

ニ3，d5月  2．i27   

－1．308  8．773   

2．918  2．851  

…7．035  仙4．35G  

仙9．9SO    仙4．057  

仙2．125    －5．り88  

3．895  5．‘1月3  

－1．636    鵬2．∫i98   

3．742  ：う．9d3  

－∠靂．OS7  仙1．5馴  

：‡．8（59  山2．t2〔〉   

2．895  2．13：ろ   

…0．73∠l  002．555   

】．・＝l  －∴ミ∴ミ‖】   

…3ノ車ほ    －2．878   

仙1．5∠i2  叫d，770  

づ．8：i6  3．756  

l．396  ごi．06：う  

山1．238   山10．5：‡2  

仙0．850  d．328  

州5，055  2．4：う0   

0．607  ニ3．779  

0．120   5（う．1   

2．095   5（；ノi   

仙：う．（i99   56．5  

2．司08   57．・4  

こう．3（il fi9．（；   

司．536   80．2  

…0．760   ～逼ニi．（う   

1．0（洞   8√】．2  

3．867   92．】  

山Ⅰ．B95  19．8  

山Ⅰ．150   2l．1  

5．510   こう2．2   

れ71：i  ：う3．7  

仙2．322   41．3   

2．9（；5   ′】7．2  

叫づ．555   d7．4   

…2．4dS   づ8．8   

Z．5（）5   ∠1t）．9  

州j．420   52．2   

山6．065   52．7   

w3．9g10   53．0  

洲0，522   57．4   

5．4：i7   62．0  

002．2づ2   66．2   

－9．782   62．3  

舶0．580   7l．4   

0．965   78．9  

5．506  190．5   

－6．208   胴．9  

耶2．008  （；3．9  

l．11ニミ  1ニミ．（〉   

…2．049   5j－8   

ヰ5   

／柑   

Ji7   

づ8   

・lミ）   

5（）   

51   

52   

5：3   

5∠1   

55   

56   

57   

58   

5ミ）   

60   

6i  

62   仙2．日月（；  1，892  

6：う   仙5．27d  －0．d93  

64   叫5．（；8（i   …0∴う司1  

（；5   …5．683    …0．】48  
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櫻として採用することにし，また，この節1主成分によ  

り評価して得られる鹿家ごとの得点を肥育技術スコアと  

呼ぶことにする。   

なお，箪1節と範2節の主成分分析により得られた農  

家の経営成果スコア，繁殖技禰スコア，肥育技術スコア  

は，規模指標 仁！別家頭数）を加え，衆4…9としてまと  

めた。  

第3節 技術要因の経営成果への影響   

本節で机 技術翠園の羅登成果に対する影響力につい  

て分析する。   

まず，財務相様と技術相魔の問の相関係数，およぴそ  

れらと規模指標（隠豚頭数）の間の相関係数を衆4－10  

に示してみたが，それらの問には多数の複雑な関係が存  

在している。また，終′執成果摘憾の仙・つである労働所得  

を例に，それを構成質素に分解してみると（閣4－1参  

照）技術相様にまで遡及することができるが，それらの  

関係も多数で複雑なものとなる。よって，それらの全て  

の関係を夜接分析し，繚儲成果に対する技術指機会体の  

影響力を計測することは，仮に多元回帰による構造方登  

式モデルを用いるなどしたとしても，極めて困難なこと  

なのである。   

そこで，各拍樺とそれらの問の閑適を総合的に捉える  

方法として，節1節で得られた経常成果スコアを被説明  

変数として，節2節で得られた繁殖技術スコアと肥習技  

術スコア，それに規模指標を加え，被脱明変数とする盈  

剛希分析を行うという方法を採用した8）。   

その分析結果をまとめたものが教4－1ユである。この  

回帰はF検定によると1％水準で有意であるが，決定係  

数ほそれ程高くはなく，経常成果スコアの分散の約45％  

を説明するものとなっている。また回帰係数については，  

繁殖技術スコアの係数のみが1％水準で有意であり，肥  

育技術摘磯と規模指標の係数は5ヲ‘水準でも有愈ではな  

かった。すなわち，盈約に計測される技術相櫻の経常成  

果に対する影啓カは，繁殖技術については大きなものが  

認められるものの，全体としての影響力をそれ程大きな  

ものではないことがわかる。また，いわゆるスケールメ  

リットの存在も認められなかった。   

以上の結果は，経営成果に対する技術要因の説明力と  

その特徴を示している山方，技術相様にのみ依存する経  

常分析，経営診断の限界をも示しているものと思われる。  

つまり，技術相櫻に反映されない要因の影砂力の存在を  

嚢車10 財務相4乳 技術相増，規模指増の間切相関  
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…．035 ．52（；－．403 ．178 －．190 ¶．165 ．352  

．059 鵬．529 ．507 …．208 ．210 ，ユ92 …．366  

．066 ．5月7 －．Zミ）5 ．050 …．192 －．029 ．261  

．別1 ．655 －．222 ．196 鵬．3ノiO 伽．063 ．352  

．18l ．334 鵬．062 －．13月 －．062 ．1S9 1006  

．11d ．493 ．012 ．102 血．279 ．072 ．2く10  
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血．382 仙．179 －．033 …．076 ．331 ．265 M．189  

…．092 ．268 仙．083 ．033 …．150 叫．127  1   

AI A2  A3  A4  

Bl ．552 ．552 ．56（う 仙．132  

Ⅰう2 …．5胱）】．5dO 血．655 ．】60  

分娩回数  

分娩間隔  

蔵予数  

督成頭数  

1腹当り塵子数  

1！視当l＝劉漁猟数  

督成率  

肥啓回転瑚  

肥啓一ヨ数  

B3 ．590 ．591  

Bづ ．72∠j ．724  

1i5 ．368 ．368  

‡弓6 ．559 ．55ミ）  

B7 ．42づ ．d2月  

Cl ．282 ．282  

．5dO 仙．092   

．・け帰 一－．＝‖   

．Z74 ．026  

．23弓 －．032  

．027 －．j39  

．122 －．01月  

C2 鵬．376 －．376 山一160 ．129  

111当り平均相棒磯 C3 ．538 ．538 ，282 －．105  

飼料要求率  C∠l…∴5日き…．5㍍ －．426 ．35∠王  

1餓当り飼料蘭ヤ凝 C5 －．4iO 仙．dlO …．228 ．340  

事故率  C6 陶．3d6 一．銅6 …．089 叫．263  

梗膝頭数  Dま ．381．38】．276 －．315  



分別機往＝例）  

絢料婁求率  

子豚棒韮   

拳故率   

1頭当り接繁薇  

1州、いlり（＝甘餉  

歩留率，上物比  

卑，圧lた】巾  

豚舎利和燦  

肥督‡ヨ数  
上目当り増俸灘  

当機比率  

流軌比率  
閲是比率  

自己嚢＊比率  

労働集魔性  

（折井肇「畜魔の経営管巧まと分析磯部剰受箱『新編霧鹿経常判憤鼠紺翠射落＝974p71）  

図4山1労働相酬の分析関連図  

表車11貌剛節分析汐）結果  

軒相関  Y XI X2  X3  ♯分散分析  

Y 経営戚灘スコア  1  

Xl繁殖技術スコア  ．599 1  

X2 肥曹技術スコア  ．452 ．4：う6  

変動慣昭l 平方和 巨＝如蜜 不偏分散 ドル値   

l卵fl‡  624．ほ   7   89．17  ＊8．52  

伐差  598．97  57  10．べ6  

全体   1220．1：主  朗   

櫻当欄】哺係数 （腰準淑凄） 偏相関係数  Fm値  

0．d73  0．108  0．503   ＊19．2S  

O．194  0．104  0．Z39  3．d5  

0．130  0．108  0．j5S  i，45   

1．258  

X3 規模   

＝l＝帖；  

Xl繁殖技術スコア  

X2 肥督技術スコア  

X3 規模  

定数  

乳用関係数  

決定係数  

仁‖如変調豊吉霹み決定係数  

．257 ．203 ，33（j I   

回帰係数 （腰弱毎潜も差）   

0．484  0．1iO   

O．231  0．12づ   

0．019  0．016  

…】．652  

0．715  

0・512  ijミ）年度の追いを表わすダミ…（4個）を入れて計測した  
0．452  F】構の＊印ほ1％水準で有蕊であることを表わす  

暗に意味しているといえよう。したがって，延巌的な繚   註 第l節  

常分析・経営診断においては，技術指標に反映されるそ  
j）主成分分析については，奥野忠γほか『多変蕊解析  

の背後の具体的な黎Ⅰ蚕への遡及はもちろん・技術相様に  法』，自称技軋1971，Pp・159～258参軋  

反映されない繋【卦の追及が強く求められるのである。   2）流動比率は流動負傾が無い場合に鍵限火となり，分   
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ているのである。  

第5車 定性要因の定澄的分析  

第1節 定性要因の経営分析への肇入   

定澄的デ…夕である技術指梯は，その曹後に存在する  

定性的な婁因を反映しているものである。例えば，肉豚  

原価の大半をおめ，経営成果を左右する飼料費を例にし  

てみると，増体1kg当たり飼料費の技術体系図（閣5－  

1）により，技術相櫻と定性的な要因との閑適が示され  

る。この例に限らず，経営成果に彩響を与える定性要因  

から緑営成果までの関連を簡単に衆すならば，図5－1  

のようになるであろう。（図申の経常条件の申に，経営  

構造や経営者に関する定性的紫因などが広く含まれる。）   

しかしながら，山口に定性紫因といっても，技術指撞  

からすぐに遡及できる要因，あるいは技術相様に反映さ  

れることなく成果に影響する安国など，その内容には  

様々なものが考えられる。ここでは，経常診断の一瀾朝  

な課題としての原因遡及と同時に，前車の分析でその麓  

単性が指摘された技術相梯から遡及しにくい繁閑，技術  

指標に反映されない繁園の探究にも盤点を置き，定性翠  

掲の経営分析への棟極的導入を進めることとする。具体  

的には定性要因として，近年特に蕊薯祝されている経営  

者に関する安臥 その激職，態度，行動を取り扱う。   

清水能登l）は，金華における経営者能力の研究で，  

閲5－3のような経登過程の概念図を基に実証分析を  

行っている。そ・の対象を餐豚聴骨の経常潜に徽き換えた  

図5－4のような概念図より，餐豚経営における経常過  

程を五つの段階で考えることにする。この概念図は様々  

析できないため，その逆数を用いている。  

3）平均値をJ，標準偏差をざとすると，  

変動係数 Cl′＝ふ／：rXlOO となる。  

4）財務相梯のそれぞれのもつ意味については，図弘員  

人『新酒経常分析』，中央経済社，1981．等参照。  

5）奥野忠－一肌・・山銅文通『憫報化時代の経営分析j，東   

大出版会，1978，P．8臥  

6）各主成分の解釈の仕方については，奥野・山閏，繭   

掲敵＝脾灘ト120およぴ，児偽俊弘「主成分分析  

における結果解釈過程の構造」『戯米紙合研兜』，節   

25数 節2号，】971．叩．189仙215．劉登。  

昌圭  第ヱ節  

7）技術指標のそれぞれのもつ意味については．『畜産  

経常・自己診断の手順と方法』，中央畜産会，1982，   

pp．】39…218．等参只賢。  

苫皇 軍3節  

8）本螢の分析方法は，従来の主成分の蕊回帰分析によ  

る経営診断の方法とは以下の点で異なる。  
従来みられる方法は，投入・産出指標（両者には  

それぞれ規模黎因が含まれる）の主成分の問の並河  

熔分析を行い，その残叢を診断の基準にしている。  

それに対して本牽では，規模要因を含まない成果指  

標の総合楷梯を被説明変数にとり，同じく規模安因  

を含まない技術摘磯の総合相撲を説明変数とし，さ  

らに新たに規模指標を説明変数に加え，経営成果に  

対する技術賽瀾の君秋風 規模要因の常献度，およ  

びそれら全体の薯献皮を計測している。つまり，本  

輩の分析方法は従来の分析方法と手法の点では似て  
いるものの，主要な目的の相遽により（本牽では，  

問題のある線骨を発見することではなく，経営成風  

技術水準，規模の間の関係を明確にすることを目的  

にしている），その展開の仕方に大きな相違が生じ  

増俸＝場当り釣料黎  

巨……棚減 霊  、  

飼料牒朋 ゼ仙T脚…   

飼料綱途方法   

伽  

r仙仙相伴貌 室  川1二  1  

飼料要求率 ifヨ当り増俸荻  肥曹日数  

「岨rF岬T  

「品  

ぎ  
寮豚品種   環境 肥曹回転率  出荷時月齢 素豚巨1齢  

発奮度＋衛蔑管瀾  
忘＝志三雲！一「靂  

資質  

飼  

「仰  
豚舎構魔  分含有鼠 総桐方盲    肉 

給与畿 養  品種・イ符丁況 子豚劉連方法   

L血仙 

弼曹方式  

」  

質  

祐）  は技術相標として酎■数化されるもの   

（村田嵩凍「寒豚経営」，磯部対象訂新編軌範経営学』恒温秋蝉集璽閣1974†）153）  

i渓15血1柳本1kg当り飼料魯かトじlとする技術分析体系】票‡   
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出荷枝術・出荷体裁等  

臓術琵㌃ニコ収馴摘仙】 
1  

巨潤子浮腫甜三）  

・・こ●、              ．・・・－  
！  

い・  ・   －・  

（新井嚢「凌ぎ廃線常と経営智明瀾磯沈  

鈴木裾松『戯基経常の構馴勺薄編』りJ攻落鎗j9S3Ⅰ）2d6）  

i潔！5w2 聴牌の経営成果とそ♂）紫蘭】  

企業外環境・企業内条件  ＊業種，規模，経済環境など  

1  

祉混・役員の属性  ＊礼遇の年齢．改段の平均年齢・持ち株比率  

1  

外部役員導入比率など  

経常者能力  ＊野心，対応九 絃感九 人聞穏並の磯渡  

1  

説得九健乳金策射管ま蛸洲など  

意思快走  ＊蕊′乳決意のパタ鵬ン，役員の業務叛当、経常‖撼  

海外戦略，長期計頑など  

窓思決定の結果  ＊モティベーション施策，能力開発制度  

新製品比率，新儲備比率など  

成澱  ＊成漫性・収益性基綾，モラ…ルなど  

（漕水籠扱ぎ－経常者能力諭』千倉薔房1983p174）  

図膏－3 企業における経常常総力に関連する要灘  

那査項目分難  

・、 

＿  

－ 

食豚経常に関する「基本的な態度」 ＊校資の横線性，決断，売上チi批 対応九   

軌  

陛】5－4 走・i封磐園（経常省肇‡剥）の分析概盈瀬1  

な繋因が経常成果を規定して行く過程を，経営者の経  みることもできよう。（ただし実際はこのイ鋸こ環晩碓  

骨・生活山般に関する「意織」から始まり，その影響】F  骨者の属性，凝骨成果からのブイ“ドパックなどの作用  

に塞豚経常に対する「基本的態度」が決まり，さらに経  が存在するものと考えられる。）  

骨管理へと影響して行き，その総督管理の過程を細分化   そしてこれちの五つの段階楓 それぞれが種々の薯瀾  

すると「管肇弘密漁」の下に具体的な「計画」が策定され  から構成されているものと考えられる。その具体的な質  

実際の「管理術働」となり樺′削友莱にまで至る過程とし  園については，従来の経営者に関する研究および餐豚の  

て考えたものである。いわば内面的で紬象的なものから， 経常管動二関する研究の中で多数取り上げられて凍てい  

より外面的で具体的なものへと作用して行く過程として  るので，それらを参考にして調査項目（合計33項目）を   
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項目とも，質問文に対する回答を選択肢の砕から選んで  

もらうという形式をとっているが，質問文ほ憩絶，態度  

に関するものも淡然としたものは極力避け，状況等を想  

定した具体的をものにするよう努めた。   

窓絶や態度が何に向かっているのかを捉える項目につ  

いては，選択肢は互いに明確に区分できるようなものを  

作成した。その上で，回答戯や経営学約見地から合併す  

ることが安当と考えられる選択肢は，適宜合併して新し  

いカテゴリーとした。また，激浪や態度がある対象に向  

かうか向かわないか，傾向の方向性を捉える項巨＝こつい  

ては，その方向がプラスかマイナスかということの区分  

設盤し，それによって取り扱うこととした¢   

そして，財務相梯デ岬タを得ることができた鹿家のう  

ち30ブヨの経営者に対してそれらの項巨＝ニついて調査し，  

定性繋l当の把握を行った。調査項巨＝ま，従来の総督者に  

関する研究や，刺客の経常管理の研究などにおいて取り  

上げらて来た寮園に関するものが中心となっている。  

（調査刹那こついては図5－4参照。また，沼勾恋穿＝ま本論  

文の敢後に付けた。〉   

調査方法ほ，問題の性質上，経営者の窓絶や態度Z）  

といったものまでを対象とする点に留恋し，社会心理学  

などにおける態度測定3）の方法を参考にした。各調査  

衣5泄1「葱漁」境‡芸lの娘絆結果と項目間の朝瀾  

5）  6）  

（1〉（2） Ⅲ（2）  

l）  2）  3）  

（1）（2）（3）（1j（2）（3〉 （l）（2）  

1
2
 
 

2
 
7
 
 
 

〓
 
＝
 
 

網嚢日頃 闇  

l）湘隼の比略対象（腿薬）  

（1）周囲の農家  

（2）先進鹿家・企業華豚  

（3＝挿にない  

2）所拇の比一校対象（他廠基〉  

川サラリ…マン・公務員  

は）中小企基経営者  

（3〉ニ杵にない  

3）ノ1三度とそ箋三溝の娘ね合い  

川勾滴潤凍  

ほト生活像先  

∠1）竺l三i封雷粂  

（l）性軋との野心の速成  

（2）物質面で豊かな生活  

（3巨用宅の率福の基葱紺ミi）  

伸その冒の家庭用溝  

5）発豚経常への自分の適職  

（1）向いている  

（2）どちらともいえない  

6）餐條経常のやりがい  

侶やりがいがある  

（2）どちらともいえない  

7）余暇時間について  

（1）軽視  

（2き 荻視  

4
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注）（）内の数値ば項目間の相関係数であ臥   

拙関イ系数：2＊2の噴‡引綱でほl外分点相関瀾灘，それ以外ではクラ叫メルのコンティンジェンシイ係数   
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を行うものとした。山奴にこのような形式の質問調査に  

おいては，選択肢に順序やウエイトを付けるなどして，  

その傾向の程度を数蕊化することがしばしばみられる。  

しかし，そのような数魔の，程度を反映する倍頗性に対  

する矧問および，多次元構造の分析での操作性の低さな  

どから，そのような方法は取らず，選択肢が順序付けら  

れる形式であっても，選択肢問で合併し，反応や傾向の  

方向性のプラス，マイナスを明確にするようにした。そ  

して，回答のパターンと経常成果への東歌度から定性黎  

l蚕を走激化するという方法を採用した4）。   

7）「余暇呼問について」は，叫般に余暇時間が少な  

いといわれている番線経営において，余暇の義視の傾向  

を捉える項目である。解答は，余暇を亜祝するものが多  

かった。   

さて，これらの項目の問の関係はクロス基針によって  

も大体把握することが出来るが，項目間の関連度を属相  

補関係数（閤分点相関係数5）もしくはクラーメルのコ  

ンテイイジュンシー係数6り を用いて来した。慄5－1  

中）それによれば，項馴関の相関は特に特に大きいもの  

はないが，「所得の比較対象（農薬）」と「生産と生活の  

兼ね合い」の項月間の相関が比較的商い。つまりここで  

は，所得の比較対象の密漁の広さと生産面の優先との間  

に相関関係があることがわかる。   

さらに，項目全体の関連を数螢イヒHi類7きによって分析  

したものが溌5－2である。数億化打i類はn偶の個体が  

m偶の属性に反応しているときに反応のパタ…ンのみに  

基づいて内容に意味のある数幾を個体と属性に与える方  

法であり，パターン分析の数螢化ともに呼ばれる方法で   

衣5－2「恋織」項目の数濃化3顆によるパタ…ン分析  

第1袖 第Z植 野3軸  

閻有値0．305 0．259 0．2‖  

”所得の此醜女・望貌（農薬）i可答敬   

川柳甜の鹿家  【8） 0．司75 1．865 i．∫j66  

第2節 定性要因のパターンと経営成果に対する影響   

本節ではさきにあげた定性要因を各段階ごとに，貿欄  

間のパターンを明らかにし，同時に経営成果をに対する  

質献皮の計測を行う。   

1．「愈汲」   

劉家経常を行うに当たっての膵償および生活に対する  

憩紙状況を，以下の7項目から把接することにした。項  

目と解答の処計結束は衆5－1に示した。  

1）「所得の比較対象（鹿莱）」は，経営者が自分の所  

得と比較したり，目標として念掛こおいている他の餐豚  

経営がとのようなものであるかということを栗間し，そ  

の意織の射程を捉える項目である。解答は，比較対象と  

して先進農家や金華養豚をあげるものが多かった。   

2）「所得の比較対象（他産米）」は，1）と同様のこ  

とを領域を他の職楽にまで拡大した項目である。回答は，  

約半数が中小企業経営者を比較対象としてあげている…  

方で，窓放していないというものが＝の場合よりも多  

くなっている。   

3）「生虔と生活の兼ね合い」は，支出面での生活と  

生産のどちらを優先させで考えているか，その傾向を捉  

える項目である。解答ほ，生産を優先するものが約2／3  

を占めた。   

4）「生活倍灸」は，四つの選択肢の中で山番近いと  

思う生活倍粂を選択してもらい，それを捉える項目であ  

る。   

5）「劉家経常への自分の適性」は，経営者が自分な  

りに餐豚経登への適性についてどのように思っているか  

を従える項目である。回答は，大半が自分が餐豚経営に  

向いているとしている。   

6）「劉家緑営のやりがい」での解答ほ，大半がやり  

がいを感じているとしている。  

i2う先進盈家・企業餐き）玩  （19〕  

潮掛こか、  （3）  

2）締得の比較対象（他俊英）  

けきサラリーマン・公務員 【6）  

（2川】小企業経営者  〔川  

棚特にない  い0〕  

封隼濾とf一三活の簸ね合い  

（1）くよ像優先  （21）  

（2）召捕優先  〔～）〕  

射昭利音数  

（1川灘上の野心の達成  〔6）  

宅2き物質面で豊かな斐清  〔7〕  

（：主〉子供の車幅の基盤作り 【12）  

（4）そ♂）‡ヨの家矧｝瀾  （5）  

5）餐柩経常への自分の適性  

川向いている  （23）  

仙0．803 】0．739 000．209   

3．821仙0．293 －2．583  

0．665 …0．√ほ3 －l．618  

仙1．201－0．997 叫0．132  

】．282 】．668 1．156  

－0．9椚  0．之i8  0．iうO   

Z－245 肋0．509 】0．256  

…0．380 仙l．7（汀 1．983  

叫0．385  0．980 －2．Oi2  

－0．519  0，223 1．3‘i5   

2．283  0．213 】．345  

－－0－327  0．6i9 叫0．222  

潜どちらとい、えか－  〔7〕 1‘07】…2．035 0．731  

6）養豚経常のやりがい  

川やりがいがある  （26） 抽0．17】 0．559 叫0，092  

漕どちらともいえない  （4〕 i誹泊 一ぺ．635 0．592  

7）余暇時抑こついて  

日韓視  

（2）義視  

〔川〕 －0．330 ‖】0 2．200  

（28） 0．州 ㈹0．055】l．iOO   
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ある。カテゴリ…（選択肢）に与えられる係数を，l亘l谷  

汲や他の項目との関連を考慮して読んで行くことにより，  

経営者の「食油」がどのような軸から構成されているか  

ということを解釈することができる。   

箪1朝は，1〉仙6〉の項目でカテゴリーの係数が大き  

いものの恵曝する内容は，いずれも勧善而を蒐祝する窓  

絶であり，係数の′トさい（負符号）ものの内容は経営面  

を蕊祝する密漁であることから，「鋸舌濃視…経常蕊  

視＿」という憩絶の軸であると解釈できる。そ・して，この  

節l軸の寄与率（全体の分散に対する説明力）は20．5％  

である。   

第2軸は，1）2）5）6）などの項目から，「養豚への意  

絶の集中度の霧…低」という軸であると解釈できる。  

この節2軸の寄与率は17．4％である。   

節3軸ほ，7）の寄与が大きく，「余暇の軽視■一濃   

視」の軸と解釈できる。この節3軸の寄与率は14．2％で  

あり，第1細からの累積寄与率51，9％となる。（第4軸  

以降については省略する。）  

「潜：絶」段階の各項目（要因）がどのように激浪の構  

造を構成しているかを，以上のように理解した上で，そ  

れらの貿園の経営成果に与える影砂について分析を行う。   

まず，「悪絶」の項目のそれぞれの項目について，軽  

骨成果に対して望ましい状態（選択肢に対応する状態）  

とその項目事態のもつ経営成果に対する相対的な影響力  

の大きさを，戯家の経営成灘スコアと延性質園のカテゴ  

リカルなデータにD倦分析を適用し分析する。そして複  

数の項目により与えられる影響を数鼠化‡類によって計  

測する。   

D偽は，ある洲つの項目の回答のカテゴリー（選択  

肢）に対応する被説明変数にの場合は経償成果スコ  

嚢5－3「意識」覇【三トク）経営成果への影響  

I〕値分析  

【！まl答蘭：J平均雁〔＋甘値   

〔8〕 仙1．∠壬70 6．d：う3  

〔i9〕 l．76】 串＊  

〔3〕 岬～】．672   

〔（；〕  0．00∠Il．19・】  

〔14〕  0．67ミ）  

〔10） 血0．183  

〔2り  0．引51．】94  

〔9〕 酬0．5SO   

（（；〕 仙0．181l．83∠】  

〔7〕  0．786  

〔糞2〕 】0．封7  

〔5〕 1．J188  

〔23〕  0．148 0．司63  

〔7〕  0．軋‖  

〔26〕  0．√】2∠王l．254  

〔4〕 山0．831  

い0〕  0．∫ま17 0．241  

〔20〕  0．176  

数厳化1顆  数段化巨難  

CATEGORY RÅNGE PAR′rIAL CÅTEGOlくY RANGE PARTIAL  

…父ORE  COR 】斑ORE  COX 1）所得の比較対象（農業）  

（1）周囲の農家  

（2）先進農家  

（3）特にない  

2）所得の比較対象（他産業）   

川サラリーマン・公務羞温  

（2）中小企業経営者  

（3）特にない  

3）く一三慮とそki舌の兼ね合い   

川勲適瀾凍  

（2）生活優先  

弟一生活信条   

‖）召消軋上の野心速成  

（2）物矧而で豊かな生活  

（3）子供の率禎のヨ姦蔑裟作F）   

伸そのた‡の家庭円満  

5）寒豚縫償への‡当分の適性  

（1）向いている  

（2）どちらともいえない  

6）餐修練常のやi）がい  

（Hやi）がいある  

（2）どちらともいえない  

7）余暇時瀾について  

（1）軽視  

（2〉貌視  

血2．9銅 8．891 0．74：i   

2．298  

w6．594  

0．58ノま  3．15上i O．432  

山1．ふま60  

】，（；を）3  

（）．220 0．7：う5 0．122  

…0．51d  

O．（）：う3 ：j．336 0．dヰ3   

0，148  

血1．05ヱ1   

2．282  

仙0．122 0．522 0．092   

0．400  

0，i20 0．S97 0．130  

酬0．778  

…1．890 6．217 0．629  

1．535  

仙∫i．682   

仇卜嗣 1．232 0，25（；  

叫1．068  

…1．0～壬9 1．57d O．29：i   

O．525  

R・SQUARE o．611  Ⅰそ・関UAR！；0．ノiO5  

注）D依のドグ）＊印はカテゴリー閤の有意性をF械定した結果を表わす。  
＊：5％水準で有意  ＊＊：＝‰水準で有憩   
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ア）の平均値の散大偽と敢小億との差として計算される。  

カテゴリ仰ごとの平均値の比較から経営成果に望ましい  

状態がわかi），この差の大きさによって項目雪蚤恕の経常  

成果に対する貿献度を削ることが出来ると考えられる。  

さらにカテゴリー問のF検定により，その項目の経常成  

果に対する貢献が統計的に有窓であるか暫かを検嘉する  

ことができる。   

D倦（各項目の選択肢ごとの経償成果スコアの平均億  

の敢大と最小條の差〉は，「所得の比較対象（農薬）」で  

大きく，F検定も1％水準で有憩であったほかにはあま  

り大きなものがなかったが，各項‡∃とも摘般に予想され  

る資当な結果を示しているといえよう。   

数教化一l顆を適用した結凍は，各項目の影響力をレン  

ジと偏相関係数の大きさから判断し，選択肢の持つ意味  

をカテゴリースコアから解釈することができる。D倦が  

有葱であった1）にD騰が比較的大きい6）を加え，況明  

変数とした計測結果は．脱明力は商いものではなかった  

が，D檎分析の結果は反映されている。（全項目を説明  

変数とした計測結果では，D億分析の結果は反映されな  

かった。）  

「意級」の段階の経営成果への東歌は全般的にノトさい  

が，農業面での所得の比胱対象の葱職が広いほど経常成  

果ほ大きいということほいえよう。  

2．「教本的態度」   

経営者の餐豚縫′削こ‡喝する基本的な運営方針や基本的  

な態度を，6項目から把握することにした。「憩撒」段  

階が経常や盛儀の全般的な意織を対象としたものに対し，  

この「基本的態度」段掛ま，領域を養豚経常の運営に限  

定した態度を対象とする。後者は前者の影響下にあるも  

のと考えられる。項目と回答の集計結果は嚢5－4に示  

した。  

1）「投資」は，経営者が引き合うと思う投資を櫻企  

も撒わず行うか否か，その粉塵性を捉える項目である。  

餐豚経常の性格を反映してか，回答は機梅的なものが多  

衣5山d「透§本的態度」境目の磯搭・結果と境目岡の相瀾  
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l）投資  

用借金も厭わない  

（2）‡翫禦針紗i】心  

2）決断  

（1卜攣小  

（2い‡英銀  

3）発上予測  

（l）分析的  

（2）拡感的  

り 対応力  

け巨弱い  

（2）強い  

5）新技術の導入  

川早い  

（2）憾詭  

6〉 危険遇好  

（1）強い  

（2）弱い  
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27  20 7  10 17  

3  1 2    2 1  

〔．267〕〔…．】8り  

11  6 5   8  3   9 2  

i9  15 4   ∠i15  18 1  
〔仙．257〕〔．508）〔…．208〕  

1（；   10 （ヨ   6 10  1よ王 2   6 10  

14  11：う   （i 8  13 1   5  9  

ト．t75〕〔仙．055〕卜．089〕〔．oi8〕  

12  8 4   3  9  10 2   5  7   7  5  

18  】ごi 5   9  9  17 】   6 12   9  9  

〔叫．059）ト．250〕〔仙．18り 〔．085〕 （．082〕  

（1）（2〉 （1）（2）（1）（2）（1）（2） 榊（2）  

1）  2）  ∠l）  ∠！）  5）  

注〉（）内の数字は境目間の閻闇勇雄＝関係数を表わす。   
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より，危険選好に対する態度を捉える項月である。回答  

は，安定性を求めるものが多数であった。  

衣5Ⅳ5「茎§本的態度」噴巨‡の数教化3類による  

パタ叩ン分析  

第1紬 節2紬 節3紬  

【葦】有価0．339 0．25f） 0．168   

放であった。   

2き「決断」は，現時点で主力としている品様の母豚  

の成綺が低迷した場合の対応から，決断の仕方の性格を  

捉える項目である。回答は，「憤盈」が「即断」を上  

図った。   

3）「売り上げ予測」は，それを行う場合，資料や数  

字を登祝するか自分のカンや経験を蔑視するかにより，  

態度が「分析的」かー‾舷感的」かを捉える項目である。  

回答は，その殆どが「分析的」であった。   

4）「対応力」は，何か新しい技術が開発されたとい  

うこユ…スを聞いたときに，それを自分の繚′削こ応用す  

ることを横棒的に考えるか否かにより，対応の漉さを捉  

える項目である。回答は，「対応力」が強いと分類され  

るものが多数であった。   

5）「新技術の導入」は，新しい施設などの導入が周  

囲に率先したものか，周囲の評佃が淀まってからのもの  

かにより，新技術の導入に対応する態度を凍える項目で  

ある。回答は，帝人が「早い」，「憤盛」でほぼ同数で  

あった。   

6〉「危険選好」は，出荷方法の選択などの憩恩決魔  

の際に，利益の大きさと安定性のどちらを優先させるか  

表5ル6「基本的態度」  

】）投資  回答数  

宅1タ借金も厭わない 〔2り  

は＝裾己資金中心 〔9〕  

2）決断   

（】卜輿－  〔12）   

（2い】嚢簸  い8〕   

：り ′′い・．J‘・冊  

川分析的  〔27〕  

は＝斑感的  〔3〕  

り 対応力   

（1）弱い  （ii）   

（2）強い  い9〕  

5）新技術の導入   

（1）早い  〔1（；〕   

（2い慎濃  〔刷  
G）低険遇好  

川強い  〔‡2〕  

榔弱い  【18）  

境目の鋒蘭戚灘への彩響  

ー0．8：う2 血0．173 －Ⅷ．£I13  

1．9J】1 0．ご抽ま  0．‡）fう3  

1，830 州0．631仙0．270  

－I．220  0．ヱi21 0．181  

…0．222 剛0．50Z O．197  

1．997 Jl．521山1．776  

1．597  0．095  

鵬0．盤2 －Ⅷ．055  

・・・‖．、＝＝・一上知1   

0．購凄＋】．504  

血0．5G3  2．0馴   

0．375 …1．389  

…0．752  

（）．～ま：う6  

－0．886   

0．885  

－0．618   

0．毒】2  

数段化1難  

CA′rEGORY RANG！；PAlモT王AL  

－SCORE  COR 

0．909 3．029 0．ェi51  

仙2．120  

仰0．（洞5 1，075 0．192   

0．′】：う0  

0．∫j93 ∠i．930 （）．52：弓  

血∠l．‘i37  

D値分析  

平均低 D依  

l里Ⅰ答数  

〔21）   1．597 ノ1．i170  

〔9〕  …2．872 ＊＊  

〔12〕 】l．576 3．053  

〔18〕   1．178 ＊  

〔27）  0．905 6．‘ま82  

〔3）  仙5．578 ＊＊  

いり  …l．332 2．508  

〔19〕   1．176  

〔16〕  仙0．8：う3 2．335  

いd〕   1．502   

〔12）  0．562 0．509  

〔18〕  0．053  

数傲化巨粗  

CATEGORY RANGEI）AR’1、IAL  

仙SCORE  COR 

0．862 2．837 0．∠柑0  

－2．0‖  

…0．220 0．367 0．061   

0．】ノ17  

0．5〔〉0 5．001 0．5（55  

…′i．501  

－0．6（；9 l．056 0．2（）1   

0．387  

…0．801l．716 0∴う7∠1   

0．9Ⅰ5  

0．818 l．36Jl O．280  

仙0．5購  

R・SQUA罠E（）．645  

1）投資  

（1）借金も厭わない  

ほ）‡至l已資金中心  

2）決断  

‖ト早い  

ほ巨】索敵  

3）売上予測  

Ⅲ萄朋的  

（2）直感的  

4）対応力  

川弱い  

（2）強い  

5）新技術の導入  

l＝lハ、  

（2）憤濃  

6）亀険遇好  

‖ト強い  

（2ト弱い  

R・SQUAlそE o．5∠j7   

注）】〕櫨の下の＊印はカテゴリーl…ミ】ク）有意性をF検定Lた結果を表わす。   
＊：5％7jく準で有意  ＊＊：1％水準で有怠  
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次に項目間の関連をみると，「決断」と「投資」およ  

び「対応力」の項馴馴こ比硬的商い相関がみられる。つ  

まりここでは，決断の憤麓さと投資の棟藤牧および対応  

力の強さとの問に相関関係があることがわかる。   

さらに，項目全体のパターン分析のために数盈化肛煩  

を適用し，衆5－5の結果を得た。   

第1軸は，1卜6）の各カテゴリーの係数より，餐豚  

経営で】般に望まれるいわゆる「経営者感覚」の「弱い  

■叫強い」を来す軸であると解釈できる。2）の項目の  

係数の符号については，初見すると疑問が感じられるが  

その解釈については後にのペる。なお，この節1軸の寄  

与率は33．9％である。   

第2軸は，6）5）3）の常献が大きく，「利益獲得の可  

能性についての判断」を発す軸と解釈できる。この節2  

軸の寄与率は25，0％であり，第1軸からの累積寄与率ほ  

58．9％となる。   

なお，衣申に第3軸は各係数があまり大きくないなど，  

特に特徴を見出すことが山楽なかったため解釈は行わな  

い。   

そして－ 以上のような軸によって経営者の賽豚経′削二  

対する態度を構成している各撃憐の，緑営成果に対する  

影轡力を分析する。（衆5－6参照）   

D倦は，1）～5）で比較的大きく，その食味する内容  

も山般に黎当とされるものであろう。D催は，1）と3）  

で1％，2）で5％の水準で有意であり，それぞれ「投  

資」の楷梅性，「決断」の憤威さ，「売り上げ予測」の分  

嚢5叩7「管哩悪級」項l〕の狼計結果と項巨川与‡の相関  

り  2）  3）  司）  
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綱登場 目  

l）肉豚原価の把瀾  

Ⅲ大伴把掘  

（2）数字で把握  

2）照外の先進地視察  

（1〉消極的  

（2）棉梅的  

3）酎乍基時間の言思徽  

（1）正確に把握  

（2）大体把握  

〔16〕 1】 5  

〔＝〕  7 丁  

（．i91〕   

〔幻   4 5  2 7  
〔2り  14 7 1司 7  

ト、20幻〔㈱．408）  

4）成果の比蝮対象  

（i）俊敏（周囲・兜避） 〔12〕  8 8  6 6  3 9  
ほ）伸一般の指櫻  〔lS〕 iO 8 10 8  6 12  

〔．＝Hl〔00．055〕〔…．089〕  

5）経営管判を上の1称じ灘  

（1〉技術面  

（2）技術面以外  

6）経営上のl∃櫻  

（1）規模所得の拡大  

（2）技術の面上  

7）5牛後の所与馴∃礫  

（l）現状細常  

ほト拡大  

〔20〕  911  8 ま2 （うId  61月  
〔川）  9 1 8 2  3 7  6 づ  

〔…．司33〕 ト．378〕〔．000）〔鵬．289）  

い7〕  9 8  8 9  5】2  
い：主〕  9 d  8 5  4 9  

〔仰，155〕（叫．1胴〕〔－．015〕  

〔1り   7 J1 7 ～1 2 9  
（19〕 】1 8  9】0  7 12  

〔．056〕〔．157）〔仙．196〕  

糾（2） 川（2） （1）（2〉  

1）  2）  3）  
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注）〔〕内の数値ほⅠ当分点相関係数を表わす。  
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析的態度が経営成果に貿赦することを憩味している。   

ここで結果の解釈の仕方について，特に「決断」と  

「斯技補の導入」の項目の結果にの解釈について触れて  

おく。まず「決断」は，母豚の主力品礎の変更を想愛し  

ており，ここでの決断はいわゆる決断力というものの強  

さよりも，戊期的な繁殖計画を憤麓に考えた上での決断  

が重要となるのであり，よってここでは，憤蕊な決断が  

経常成果に萎首献（それも統帥的に有意に）しているもの  

と考えられる。また「新技術の導入」は，新しい施設の  

導入を想定しているが，養豚提督の場合その投資金銀ほ  

百万円単位であり，単に新しい技術ということですぐに  

導入するということに対して，必ずしも骨盤的評価を下  

せないことを反映して，ここでは慎蕊な態度のスコアが  

の方が大きくなっているものと考えられる。   

数激化王類によって，複数の要因による経常成果に対  

する影響力を計測してみると，まず全項目を説明変数と  

した場合，決定係数は0．645と高く，カテゴリースコア  

もD倦分析の結果は整合的である。またD健が有葱で  

あった3項目だけを説明変数とした場合でも，決定的係  

数は0．547で，「売り」こげ予測」「投資」r決断」の順で経  

営成果に対する蚤献皮が大きく，D倦の大きさの順とも  

－一致している。「基本的態度」段階の経営成果に対する  

索敵度は，全般的に大きく，また安定的であるといえよ  

う。  

3．「管理澄織」   

寒豚の経常管理の過程で，管理の基礎となる経営者の  

意識状況を以下の7項目から把握することにした。ここ  

では，経営者の経常に対する基本的態度が定まった後，  

具体的な活動の過程の中で，その具体的な活動を左右す  

る管理恵識というものを亜祝している。項目と岡谷の強  

計終発は発5鵬7に示した。  

1）「肉豚原価の把擾」は，経営過程の申で，そのあ  

るサイクルから次のサイクルに移る際に，肉豚の原価を  

どのように認識しているかを捉える項目である。回答は，  

肉豚原価を数字で把接しているものの方が，大体把擬し  

ているものよりも少数であった。   

2）「県外の先進地視察」は，県外の先進地に山人で  

も出かけて行くか否かによる，その積極性から管理食油  

の肘穏の広さを捉える項目である。回答は，積極的なも  

のと消極的なものとでほぼ間数であった。   

3）「各作業時間の認級」は，日常作業に資する時間  

をどのように把握しているかにより，作紫に対する管理   

密漁を捉える項目である。回答は，正確に把握している  

というものの方が少数であった。   

4）「成果の比較対象」は，「窓激」段階申の「所得の  

比較対象」と似ているが，ここでは経常のサイクルから  

サイクルヘの移動の際に，自分の憩繊を捉える項月であ  

る。回答は，比較対象として他の鹿家をあげるものより  

も，畜産会の指標等山般の指標をあげるものの方が多数  

であった。   

5）「経営管理上の関心挙」は，管理濠織が主にどの  

ような領域に向かっているのかを捉える項目である。回  

答は，「技術面」と「それ以外」（資金，販発等）とに分  

類したが，前者を選ぶものの方が多数であった。   

6）「経営上の目梯」は，それがどのようなものに蒐  

点を澄いているかを捉える項目である。回答は，規模や  

所得の拡大と技術の向上とに分瀕したが，前者を選ぶも  

のの方がやや多かった。   

7）「5年彼の所得目標」は，現在の所得と比較して  

どの程度の水準を目標としているのかを捉える項目であ  

る。回答ほ，現象維持のものと現状よりも拡大のものと  

に分類したが，拡大を志向するものが多数であった。  

嚢5叩8「管讃邑蕊級」噴l…‡の数蕊化3類による  

パターン分析  

第1軌 範2紬 節3相  

聞宥儀0．283 0，209 0－1J柑  

！）肉條僚怖の把握  蔓司答数  

（1）大体把握  〔18）  

（Zき数字で把筈屋  〔12〕  

2）県外の先進地視察  

（1＝肖機的  〔Ⅰ6）  

ほ）機械的  い4）  

3）各作業時間の認溺  

榊′jE碓に把】屋  〔9〕  

（2）大体把握  〔21）  

ま）成果の比較対象  

用遜招い瀾瀾一先進）〔12〕  

（2仁一般の指櫻  〔18〕  

5）経常智弘上の関心召を  

Ⅲ技術面  〔20〕  

拙技術面以外  （iO）  

6）経営上のl三i襟  

川規模所得の拡大 〔】7〕  

（2）技術の面上  い3〕  

7）5年後の所牒凋澗  

川現状維持  〔まり  

（2）拡大  〔19〕  

ー0．978 】0．060 血1．109  

1，466  0．090 1．66′‡  

仙1．206 醐0．657  0．398  

1」378  0．750 岬0．455  

1．5胴  0．781－2．56（；  

…0．661→0．33月  ま．099  

－0．7月2 l，863  0．ノ柑8   

0．‘】95 鵬l．242 …0．331  

0．961－0．576  0．669  

仙i．92i l、152 仙l．33！）  

0．061 】．521 0．75（；  

冊0．0鋸）－1．989 仙0．986  

鵬1．073 腑0．6‘11 0．77（；   

0．621 0．371－0．449   
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第3軸は，主に1）3）の項l∃から判断すると，ド管勤ま  

意識の蒐点：原佃管理－－・作某管理」を来す触である  

と解釈できる。この節3紬の各年寧は】4．8％であり，窮  

1軸からの累穏寄与率は64．0％となる。   

そして，以上のような軸によって経営者の経常管理憩  

絶を構成している各葉蘭の接骨成果に対する影響力を分  

析する。（衆5w9参照）   

D偵ほ，「成果の比較対象」が1％水準で有意である  

他は，全般的に′トさく，各項目それ事態のも影響力ほ小  

さい。しかし，D倦の比轢的大きい1）2）の境目の結果  

も安当なものといえよう。   

数濃化i．規によって，複数の薯剛こよる経営成果に対  

する影響力を計測してみると，全項目を説明変数とした  

計測ほ，不安定でD偵分析の結束とも整合的ではなかっ  

た。そこで，説明変数としてD騰が有憩な4）と，それ  

にD侶分析の結果と整合的となるような変数として2）  

を加えて計測を行ったが，説明力は低いものとなってい  

る。  

次に，項月間の関連をみると，特に商い相関はみられ  

ないが，「肉豚原価の把撼」と「軽骨管乳ヒの関心率」，  

および「県外の先進地視察」と「各作業時間の認減」と  

の間にほ比較的高い補間がみられる。つまりここでほ，  

肉豚原価の正確な把握と技術面需対する関心の高さ，お  

よび先進地観察の積極性と作業時間の認済との閏に相磯  

関係があることがわかる。   

さらに，項目全体のパタ血ンの分析のために数教化i刃  

頬を適用すると，衆5－8の結果が得られる。   

第1紬は，各項目のカテゴリ血の係数の葱味すること  

を考えると，綿密な椎骨管葺軋 所得向上への積極性を主  

な内容とする，いわゆる「管理愈織の嵩←▼－低」を表  

す軸であると解釈できる。この節1掴の寄与率ほ28．3％  

である。   

第2紬は，主に4）5）6）の項目から判断すると，管理  

窓漕がどのような方向に向かっているかということを主  

な内容とする「管理怒織の方向性：技術削二対する志向  

の強■トーー弱」を来す軸であると解釈できる。この節2  

軸の寄与率は20．99≦である。  

衣5凋「野哩憩識」項l‡雷の経営成果への膨響  

‡）値分析  

学均植 f）植  

回答数  

〔i8〕 －0．023（）．7（）0  

【12）  0．G76   

〔16〕 …0．237l．056  

〔1d〕  0．820  

〔9〕  0．312 0．079  

〔21〕  0．233   

〔12〕 仙2．375d．386  

〔ほ〕  2．01i ＊＊  

〔20〕  0．422 0．4！）6  

〔10〕 －0．（）7月   

〔17〕  0．1870．160  

〔】3）  0．銅7   

〔まり   0．4160．252  

（19〕  0．1嗣  

数級化」顆  

CAl、だGORY 払NGEI）ARllAI．  

- SCORE: COR．  

仙0．32‘1 0．809 0．135   

0．∠1S5  

…1．2弓2 2．（；62 0，39B   

l．420  

00i．】78 1．682 0．257   

0．505  

仙3．278 5．′壬63 0，714   

2．185  

血0、781 2．3′13 0．310   

1．5（；2  

0．25‡） 0．599 0．105  

山0．339  

0．3d6 （）．546 0．102  

仙0．200  

R・SQUARE O．531  

数教化l製琵  

CA′Ⅰ、EGORY RÅNGE 王）AR’riAL  

wSCORE  COR l）肉豚原価の兼職   

川大体把握   

（2）数字で把握   

2）現外の先適地視察   

（1）消極的   

（2）糟糠的   

3）各作業峰岡の認汲   

（l＝i三碓に把握   

（2〉大体把握   

′‡）成果の比較対象  

（1）川鹿家 り馴音i・兜遊）   

（2巨・触の相撲   

5）経営管灘】ニの関心躯   

fl）技術面   

（2）技術面以外  

（i）経営iニグ）打撲   

（‖規模所得の拡大   

f2）技術の面上   

7）5イl二枚の所用＝のト＝栗   

（＝現収縦枠   

ほト拡大  

州0．（；04 1、295 0．2：う9   

0．（う91  

仙2．675 d，ノ158 0．640  

1．783  

R・餓UARE o．弓23   

注）鉦舷の下の＊R】はカテコ■り…問の有蕊性をF検定した結果を嚢漉す。  
＊：5％水呈解で有意  ＊＊：i％水準で有意  
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d．「計画」   

経営者の経常管理における計画性や計画のたて方に関  

する熟度を，以下の7項‡董！から把握することにした。内  

容ほ「管華】腰洩」と関連の深いものが中心であるが，そ  

の影脚下にあ って，より実際の行動に近い部分としての  

計画というものに蕊点を償いているけ項目と回答の東新  

結果は嚢5－10に示した。  

1）「戌期の緩′那十両」は，5…10年先までの具体的な  

軽骨の姿を憩謁しているか否かにより，経営者の計画性  

を捉える項目である。回答は，長期の経常酎蘭をもつと  

するものが大多数あった。   

2）「資金紺頻（長期）」は，倦入金の返済糾こ関する  

具体的な計画を意職してもっているか否かにより，長期  

資金の計画性を捉える項目である。回答は，具体的な計   

函をもっているとするものが多数であった。   

3）「施設の減価償却」は，減価償却をしているか薫  

かにより，施設の更新に関する計画性を捉える項目であ  

る。回答は，減価償却を行っているものの方が少数で  

あった。   

4）「新施設の導入時」は，新しく施設を導入する際  

に，導入によって生じると思われる労働時間当たりの所  

得の変化を試算するか沓かにより，施般への投資の計画  

性を捉える項目である。回答は，所得の変化を就解する  

ものとしないものとでほぼ同数であった。   

5）「利益の目標のたて方」は，利益馴肇をたてる期  

間の酬立の養鰻により，利益目標の特性を捉える項目で  

ある。回答は，計蘭を月ごとにたてるものは少数で年ご  

とにたてるものが大多数であった。  

表5州10「計画」項‡〕の集許‡蘭慄ほ噸月岡明瀾瀾  
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∠ま）新施設の導入時  

＝）所得の変イヒ考慮せず  

（2）所得の変化考慮  

5）利益の目漕匿吠て方  

（1）月ごと  

ほト年ごと  

6）出荷ク）計画  

（1）柵格に合わせて  

（2）宝像出荷  

7）斐鹿抒】・画の∨酎立とする期間  

（l）年  

（2巨避，月   

8
 
5
 
ハ
h
U
 
 

】
 
 
 
 
 
た
U
 
 

▲
‖
り
．
 
 
 

2
 
5
 
一
 
 

ハ
リ
 
八
U
 
 

2
 
一
l
 
 

2
 
（
＝
わ
 
J
り
 
 

5
 
 

1
 
 

7
－
 
つ
J
 
 

9
 
」
句
 
l
 
 

・
・
－
 
 
」
一
い
 
 

O
 
7
 
鵬
 
 ご

U
 
バ
「
 
 

ハ
／
 
3
 
 

2
 
 

〔
 
〔
 
 

0
 
・
ま
 
【
〇
 
 

1
⊥
 
1
 
7
 
 

君
U
 
3
 
 

バ
リ
 
∫
q
 
一
〃
．
 
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 

0
 
 

川
 
〓
…
 
 

1
 
2
 
ハ
U
 
 

・
－
1
 
 
1
 
 
‖
 
 

2
 
 

L
0
 
2
 
 

ヽ
．
【
ノ
 
 

6
 
0
0
 
2
 
 ．パ

リ
 
 

i
 
1
5
 
鵬
 
 

、
′
い
 
 
】
い
 
 
l
－
」
．
 
 

1
 
8
 
 

－
1
 
0
〇
 
一
 
 

3
 
7
 
1
 
 

d
 
1
6
…
 
 

5
 
8
 
8
 
 
 
 
 
－
・
・
 
鳥
じ
 
 

り
ん
 
ー
亘
り
 
 

0
 
り
け
 
L
∂
 
 

1
 
 
1
 
 
‖
 
 

‖
ト
 
 

3
 
d
 
一
 
 

ち
U
 
q
U
 
d
 
 

4
 
 

8
 
真
じ
 
 

貞
U
 
メ
リ
 
っ
j
 
 

1
 
6
 
 

L
〇
 
一
‖
り
 
 

7
 
3
 
1
 
 

7
 
 
3
 
 

6
＝
拍
 
 

り
1
 
 
」
 
 
1
 
 

1
 
 
5
 
 

∫
〃
「
 
 
り
り
 
 

3
 
7
 
 

〔1可   6 8  

い（；〕 l15  

〔．d32〕  

（1）く2）  

i）  

8 （5   ∠】10   9  5   2 ユ2   9  5  

12  4   5 】1   7  9   5 1j J i2  
【山．ユ89）〔仙．029〕〔．205〕卜．200〕〔，396〕  

（1）（2）（1）（2） （1）（2） （1〉（2〉 （1）（2）  

2）  3）  d）  5）  6）   

注）〔）内の数値は【ブL‡分．・封脚乳係数を襲わす。  
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6）「出荷の計画」は，肉豚の出荷頭数の決淀の方針  

が，季節的な隊席変動に合わせて変化させるものか，毎  

年同じ出荷頭数にするというものかにより，出荷斜働慨  

特性を堪える項目である。回答は，滋養出荷を選ぶもの  

が多数であった。   

7）「生産計蘭の脚立とする期間」は，繁殖の計画を  

たてる期間の長短によi），鎮痙剤蘭の特性を捉える境目  

である。垣卜答は1年単位とするものと過または月単位と  

するものとでほぼ同数であった。   

次に項巨＝豪iヨの関連をみると，特に商い相関はみられな  

いが，「綴翔の経常針蘭」と r資金計蘭（養期）」，「生産  

計蘭の単位とする期間」との間，および「新施設の導入  

時」と「利益の朋輩のたて方」との間には比較朗磯い朝  

関がみられる。つまりここでは，炭期の経常の計画性と  

（当然ながら）長期の資金の計画性および生産計漸の綿  

密さとの臥 そして施設の投嚢計画の綿密差と利益斜蘭  

の綿密さとの問に相関関係があることがわかる。   

さらに，項目全体のパタ岬ン分析のために数濃化肛頬  

を適用すると，衆5－1】の結果が得られる。   

第1拗ほ，各項目のカテゴリーの係数の滋味すること  

を考えると，経常酎蘭Ⅵ憾灘の計画性や綿密さを主な内  

表㌃‖ j閥悩」堀ほ‡グ）数液化3ガiによるパターン分析  

容とする 「経営計蘭の総合的な計画性：弱ヰ■→強」を  

来す軸であると解釈できる。この節1軸の寄与率は  

30．4％であるび   

ただしここで，出荷計画の評価の仕方についで触れお  

ておく。豚価に合わせて家城に多く出荷する等といった  

対応は，実際にほ困難で弊審も多いこと，および繁殖の  

技術的性格も考慮し，安産した繁殖計画による蕊凝出荷  

の方が計画性が商いと解釈した。ト般にはどちらが計  

画性が商いか判断しかねるところではあるが，彼の経営  

成果への影響の分析結果も考慮に入れてこのように解釈  

Lたし11   

節2軸は，1）2j3）と4）5）のそれぞれの係数の対比  

から，計画における時間に関する射程の差をヨ三な内容と  

する「軽骨計画の視点：養裏切ヰー→短期」を嚢す軸であ  

ると解釈できる。この節2拗の寄与率は23．5％である。   

第3軸は，あまり明確ではないが，特に6）の寄与が  

大きいところから，「出荷計画の特性：価格対応叫・定  

螢出荷」という性格が強い紬であると思われる。この節  

3軸の寄与率は15，8ヲ名であり，第1軸からの累礫寄与率  

は66．7％となる。   

そして，以上のような軸によって幕営者の経常詐蘭に  

対する態度を構成している各要図の，軽骨成果に対する  

影響力を分所する。（衆5－12参照）   

D倦は全般的に大きく，各項目ともその項馴ヨ体によ  

る繚′乳成果に対する影響力が大きいことがわかる。また  

1）は】％水準で1射7）は5％水準でそれぞれ有意であ  

り．長期の経常計画の計画性，施設の投資計画の綿密さ，  

生産計画の綿密さの絡′数成果への索敵應が特に大きいこ  

とを示している。その他の項馴こついても，妥当な解釈  

が導かれる総菜を示しているといえよう。   

数螢化1潜葺によって，複数の要因による経常成澱に対  

する影啓力を計測しでみると，全項目を説明変数とした  

計測結果は，D倦分析の結束と完全に整合的なものでは  

なかった。しかし，D倦が有意である3項目を説明変数  

とした計測では，i）7）の相関のためかやや脱明力ほ低  

いが，D倦分析の結果と整合的な結果が得られている。   

5．「管那予動」   

経営者の綬儲′管理における風教の行動の特性を，以下  

の6項目から把握することにした。ただしここでは，必  

ずしも客観的に観察される行動というものに限らず，経  

営者自身の評価の加わる性質をもつ項目も含まれている。  

項牒と垣i答の発音‡磯莱は衷5…13に示した。   

雛i軸 節2紬 第3細  

岡有横合．304 0．235 0．158  

1）長期の経常獅カ  国答数  

理無申  〔7〕 2．紬1血l．29（5 仰l．492  

肋着る  （23〕 －0．74上】0．394 0．ヰ5ん箋  

2）資食盲汁画（良師  

獅有る  〔20〕 …0．853 0．鯨】血＝20  

徴纏い  【1ひ） 1．706 血＝09 0．84】  

う）施設グ）減御糾】  

刷している  （9） 叩0．∫462 2．138 2．03d  

燃していない  （2り  

ーり緋施設の導入時  

Ⅲ所得の変化考慮せず   （16〕  

ほき所得の変化考慮  〔】司〕  

5）利益のl≡】標のたて方  

刷1－ごと  【7）  

柁）牛ごと  〔2：う）  

6）出挙fの計画  

（1i橘鰍こ合わせて  （13）  

甘宣射膵  〔1T〕  

7）／lニ産経画のjiり立とする期！羞…l  

廿牛  〔川   

け．】98 …0．916 仰0．872  

仇732 l．i7ヱ1¶0．743  

〝ロ．837 －1．舗Z （＝胴  

－0．5ほ －2．782 l．793   

日．158 0．馴8 Ⅵひふ柑  

l．267 （）Jう3i‡．路39  

少0．969 －0．253 側l．～iO（；  

l．司00  0Jま4：i叫0．0鞘  

を2j風 月  〔16〕 仰】．225 加0．300 0．058  
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嚢5脚12「計画」境目の経償戚髄への影響  

l）仙分軒  

平均値 D値  

回答数  

〔7） 勅：う．278・ノi．6川  

（2：う〕 l．3：i2 ＊＊  

〔2（）〕 1．02f；2．3川  

〔10〕 wi－28∠l  

（9〕 l．3521．5（；5  

〔21） 000．213  

〔16〕 仙0．！）522．589  

〔レl）  ユ．G37 ＊  

（7〕  0．9570．913  

（2：i）  0．胴3   

〔1：り  仙0，1こi70．6！）4  

〔17〕 （）．557  

〔1′り  仙i．‘1i23．128  

〔】6〕 】．716 ＊  

数畿イヒl難  

CATEGO椚「RANGEI）ARTIAL  

仰SCORE  COfi．  

…l．ミ）55 2，551 0．299   

0．595  

0∴う23 0．9（；9 0．1∠i7  

仙0．646  

0．d75 0．679 （j．106  

…0．20′圭  

一0．908 1．9ノ壬（； 0．309   

1．038  

…0．085 0∴＝＝ 0，01G   

O．026  

0．549 0，969 0．154  

－0．420  

仙l．0（う8 2．003 0．301   

0．935  

R・閑UARE O．司59  

数徽化1顆  

CÅTE（道RY RANGE！）AI汀1AI一  

…SCORl；  con 

仙2，63司 3．‘135 0．447   

0．802  

＝長期の経営斜頑  

（1i無い  

ほ）有る  

2）資金針瀾（長期）  

川有る  

（2巨醜い  

3）施設の減価償却  

蚤i）している  

（2）していない  

‘り 新施設の導入時  

（1き所得の変化考慮せず  

（2〉所得の変化考慮  

5）利益の冒礫匿吠て方  

（1）月ごと  

ほ）隼ごと  

（；）損荷の針欄  

（1）柵格に合わせて  

（2〉定駿出端＝  

7）集塵1汁Il箋わの単位とする期問  

（1）年  

（2）週，月  

－0．790 】、．693 （）、300   

0．903  

…0．8i2 1．523 （j．252   

0．7‖  

R・SQUARE o．430   

注）l〕偶の下の＊印はカテゴリ岬聞の有意性をF検定した結果を表わす。  
＊：5％水三倍で有意  ＊＊：1％水準で有意  

5）「個体管理（自己評価）」は，生産管理の盤賓な位  

澄にある母豚の個体管理が，㌦般的な水準に達している  

と評価できるか否かにより，生産管理面の行動を凍える  

項目である。回答は，殆どのものが血般的な水準または  

それ以上に達しているとしている。   

6）「紀帳（繁殖豚台帳）」は，記帳の状況から経営分  

析に関する行動を捉える項目である。回答は，対象農家  

の山般的な記帳状況から判断して，繁殖豚台帳の紀腋年  

数が5年以上か5年未満かということを記帳状態の基準  

として分郊したが，5年以上記順しているものの方が多  

数である。   

次に項目間の関連をみると，全般的に項馴亨肇の相関は  

低いが，「El常作業の攻勢」と「棚卸し」との問の相関  

は商い。つまりここでは，作東改脅に関連する作楽管理  

の充実と棚卸しに関する生産管理の光来との間に相関関  

係があることがわかる。   

さらに，項目全体のパターンの分析のために数畿イヒm  

敷を適用すると教5岬14の結果が絹られる。   

第1軸は，名牒凋のカテゴリーの係数の意味すること   

1）「投資の危険予防手凝」は，餐豚繚′削二枚資を行  

う際にとる具体的な危険予防手段を捉える項目である。  

恒菅谷は，選択肢申のいずれか一つでも用いているか否か  

により分類した，何らかの手段を用いているものが大多  

数であった。   

2）「新発品等の比較検討」は，新しく薬品等を用い  

る際の対応の仕方から，技術面の分析的行動を凍える項  

目である。回答は，従来のものと同時に使用して比較す  

るか否かにより分類したが，同時比較するというものが  

多数であった。   

3）Ⅷ常作業の改謡」は，日常イ乍菜の改認について  

の対応の仕方から，作楽管理蘭の分析行動を捉える項目  

である。回答は，問題点を研究し，改番できているか沓  

かにより分類した，改謡できているとしたものの方が少  

数であった。   

4）「棚卸し」軋 その実施の頻度から生産管理面，  

原価管理蘭の行動を捉える項目である。回答は，棚卸し  

実施の間隔が1ケ月から6ケ月のものと1年のものとに  

分僻したが，後者のものの方がやや多かった。  
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表5伽13「管理抒劇」境目の集計結果と項】＝川箸Jの相関  

2）  二i）  

綱妻妾噌トl  

】）柁繁の亀険刊；方＝ト役  

川有る  

ほ巨無い  
2）析薬品等の比眩検封  

川わ錮緑－｝，と抑l射ヒ順  

（2巨同‖キ上ヒ略せず  

封 仁用沼甥胡改野  

川吊昭弘点は研究し改薄  

（2）改野できないでいる  

車 用抑圧  

（1〉 乱 数かj∧jごと  

（2〉隼ごと  

5）個体管理（自己藩囲軋  

りきできている，普通  

（2）できていない  

（；）泊相違（繁邦川東台帳）  

川 5年以上記噸  

（2〉 5年未満  

2
 
．
．
‖
j
 
 

‖
 
封
 
 

一
け
人
 
 

心
斗
 
ヽ
1
ヽ
－
 
▼
 
 
 

」
 
 

〔2り   川 2  

〔9〕  7 2  

〔．17り  

〔iO〕  ミ）1  8 2  

〔2（り  Ⅰ7：う 13 7  

〔．（j（；9〕（．15～り  

〔12〕 12 0 10 2  
〔18〕 1J‡ノ1 11 7  

〔∴う20〕〔．2：与8〕  

〔27〕  2ニう 4  20 7  

〔3〕 ：う 0  1 2  

〔－．13り 〔．2（汀〕  

〔2づ〕  213 18（i  

〔（り   51  ニ与 3  

〔．0∠i9〕〔．21引  

用 f2） （1）（2）   

8  ～′！   

2 1G  

〔．577〕  

用 17  12 ほ   

0  3   0 ：与  

〔．2：i（i〕〔．272〕  

8 1G  〔）Ⅰ5   2：i1   

2  ノl  ：i こぅ   ′】 2  

〔．000〕〔仙．102〕〔．38幻  

（＝（2j （lタ（2） （1j ほう  

】）  2）  ：i）  1）  5）   

～寸言ミ〉〔）内の欲他は四分J∴浦‖関係数を表わす。  

を考えると，生メ乱 作数 段価等の管理の充実度を主な  

内容とする「総合的な経常管理行動の水準：高一－・低」  

を嚢す軸であると解釈できる。この節1朝の寄与率は  

33．4％である。   

第2軸，主に3）4）と5〉6）との対比から，管理の蕊  

点を生乳 作業の全般的な管捌こ手鑑いているか，特に母  

腸管甥諷に盲監いているかという遠いを主に嚢す「経営管理  

行動の蕊点 生産・作業全般・¶・繁殖部門への集中」  

という紬であると解釈できる。この節2軸の寄与率は  

23．2％であり，節1融からの累積寄与率は56．6％となる。   

第3紬ほ，＝の寄与がさきの2軸に比べて目立って  

高くなっていることから投資に関する行動を含む軸と思  

われるが，細かい解釈を行うことはできなかった。   

そして，以上のような舶こよって据′き賢者の経常管肇i行  

動のパタ叫ンを構成している各栗岡の，経営成果に対す  

る影脚力を分析する。（衆5－15参月筏）   

D侶は全般的に多く，各項l∃ともその項目自体による  

経常成果に対する影響力が大きいことがわかる。また  

6）ほ1％水準で，2）4）は5％水準でそれぞれ有意であ  

り，記帳の充実，技術1育fの分析的行軌 個体管理の充実  

の経営成果への質献度が特に大きいことを示している。  

その他の項巨＝こついても，黎当な解釈が導かれる結果を  

示しているといえよう。   

数激化I顛によって，複数の黎園による繚常成果に対  

する影響力を計測してみると，全項目を脱明変数とした  

計測力を計測してみると，全項目を説明変数とした計測  

結果は，D倦分析の結果と整合的なものであったが，説  

明力はそれほど商いものではなかった。D儲が有葱であ  

る3項目を鋭明変数とした計測結果，鋭明力から考える  

と，ここでの軽骨成果に対する影響力はほぼこの3項目  

に集約されるものと思われる。  

第3節 定性要因の補足的分析   

前節では，定性繋i卦の各段階ごとに，その項巨＝雷名】の相   
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朱㌃車「智裡行動」堺l∃の数肇と化3類による  

パタ…ン分析  

互関係とパターン，および経常成果への影響力について  

分析を行った。   

本節では，これらの走性質園がもつ性質について，さ  

らに別の側面から分析を行い，さきの分析を補足し，よ  

り広い視野の申に位置付けることを目的とする。具体的  

な分析としては，定性素因と技術鷺因との関連をD倦分  

析によって，また，定性繁閑の各段階の項目群間の関連  

を相関分析によって，それぞれ分析する。  

1．技術繁閑との関連   

技術相櫻は，節4輩の分析において，経営成果に対す  

る蕾献度が，繁殖技術相様については高かったものの，  

その他についてはあまり高くなかった。しかし，それら  

技術指梯が経常成果に対する賓l勾指標であることにほ違  

いないのである。   

さてここで問題にしたいことは，技術翠園と定性翠l勾  

の経営成果に影響を与えるメカニズムについてである。  

その評翔なメカニズムの解明は閣経であるが，定性箪園  

の経常成果に対するD條分析と技術成撥に対するD髄分  

析の双方を比較することにより，その枠組みは解明する   

第1紬 節2紬 節3紬  

園有値0．33‘‡ 0．232 0，176  

1）投資グ）危険∴円坊手段 回答数  

州有る  〔26）  

（2i無い  〔4）  

2）抑熟談等の比綬検綱  

川従料鋸雄㈹比較 〔21〕  

ほ＝御葦比率交せず  〔9〕  

i）l∧l常作業の改登  

川問批笠は研究し改替〔20〕  

そ2）改尊できないでいる〔iO〕  

＝ 膵削L  

刷りL 欺か月ごと  〔12〕  

（2）年ごと  〔18）  

封附購綱＝鉦禦棚）  

榊できている，普通 【27〕  

（2）できていない  〔3〕  

6）記帳（繁殖豚翻長〉  

〈】〉5年以上記帳  【2ノり  

（2）5年未満  〔6〕   

0．227  0．3：う3 000．712  

…1．4（；9 …2．1G2  4．629  

0．653 －0．320 劇0．580  

－L522  0．7d6  ま∴i53  

1．725 0．882 1．358  

血0．8（う3 …0．よ1dl仙0．679  

】．（；59  ユ．131 0．3司5  

仙1．用6 －ぺ，7封 山0．232  

（），3媚 …0．387  0．229  

…3．131 ご∫．179 鵬2．063  

0．256 －0．784 】0．333  

血1．026  3．】34 1．333  

嚢5血15「管埋ま行軌」項目の経営成果へ♂）影響  

D催分析  数濃化1難  

恒l答敬 平均依 D鳩  CAT弘OiiY RANGE PAR7はL  

－SCORE  COK 

〔26〕  0．5762．398  0．2331，71S O．207  

〔4〕 …1．812  叫1．515   

〔2り  1．143 2．955  0．∠ま581．527 0．253  

〔9〕 山1．812 ＊  …0．027   

い0）  0．8380．873  0．2G2 0．0810．0ほ  

〔20〕 仙0．035  仙0．175   

（12〕  0．9051．082  0．1d2 0．437 0．061  

〔1幻  …0．176  仙1．279   

〔27）  0．6鋸 ∠ま．280  0．142l．42i O、139  

〔3） 鵬3．596 ＊  …】1279  

〔2‘り  1．2！）5 5．195  0．87G d．3810．521  

〔6〕 仙3．900 ＊＊  州3．505  

R－SQUARE o．朋銅  

数駿化】翔  

CATEGOlモY RÅNGEl）Alモ’i、1Ai一  

－SCORE  COR 1）投棄の伯険予‡貯手段  

＝）有る  

ほ巨細い  
2）雛薬品等の比較検紺  

（1）従来品と同時比蝮  

（2）同時此織せず  

ニ3）竃＝l常作業の改磯  

（1）l糊級慮は研明し改啓  

（2）改潜できないでいる  

車 用倒し  

（い乱 数か月ごと  

（2）年ごと  

5）個体管理（自己群摘）  

川できている，尊蘭  

（2）できていない  

6）独眼（繁種豚台帳）  

川 5年以上継続  
（2〉 5年未満  

0．573 1．909 0．309  

㌦】．336   

0．124 旦．Z朋 0．130  

－1．120  

0．871 4．355 0．527  

w3．48′壬  

R・閑UÅRE o．4月5  

注）D偶の下の＊印ほカテゴリ山間の有意憫逐イ牒㍑した結果を表わす。  
＊：5％水準で有蕊  ＊＊：l％水ざ解で有意   
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壁」段‡噂の「売り上i㌢㌣測」（たたし有意水準は低下），   

「計画」段階の「‾長期の経常計画」，「管理術勤」段階の   

「個体管理」（ただし有窓水準ほ上界）の計4欄であった。  

また，繚′勘荻莱スコアでのみ有憩であったもの札 r魔  

本的態度」段階の「投資」「決断」，「管理葱絶」段階の   

「成果の比較対象」，「計i画」段階の「新施設の導入時」   

「生産計画の馴立とする期間」，「管労ぎ！行動」段階の「新  

薬晶尊の比較検討」「記帳」の計7個であった。逆に繁  

殖技術スコアでのみ有意であったものほ，「葱級」段階  

の「賽豚経営への自分の適性」の1佃だけであった。  

次に，肥育技術スコアの場合である。D偽分析が接骨  

成果スコアと肥曹技蘭スコアの両方で有意であったもの  

は，「激職」段階の「所得の比較対象（農業）」（ただし  

有意水準ほ低下），「管理行戯」段階の「個体管理」の3  

個であった。また，経常成果スコアでのみ有葱であった  

ものは，「基本的態度」段瀾の「投資」「決断」「売り上  

巧柑と技術繋【糞】の関係  

ことができよう。   

結果の組み合わせは，D倦が有意であるか有慈でない  

かということと，カテゴリーの符号が同じか違うか等で  

いくつかのケ抽スが考えられるが，基本的にはまず，あ  

る蒐性質園が技術綺掛こ反映されて経営成果に薯献する  

ものであるのか，それとも技術相様に（あまり）反映さ  

れなずに経常成果に蛋献するものであるのかということ  

が，蛮掌なこととなろう。   

そして，各段階ごとに繁雑技術スコア，肥育技灘スコ  

ア，規模指標に対するD億分析を行った結果が嚢5－16  

から衆5…20である。   

技術指標に対する結果を，それぞれ経営成灘に対する  

結果と比較してみることにする。   

まず，繁殖スコアの場合である。D健分析が経常成果  

スコアと繁殖技術スコアの両方で宥恵であったものは，  

「憩乳段階の「所得の比較対象（鹿茶）」ナ「遊本的態  

嚢5岬ユ6「意識」  

繁殖技術スコア  肥帝技術スコア  規模指標  

回答数  平均値  

（8〕   】．459  

〔19〕   l．670  

〔3〕  仙4．127  

〔（；〕  0．660  

い4〕   1．299  

〔10）  0．887   

〔2り  l．f；58  

〔リ〕 ・1し里l  

〔6〕   1．d28  

〔7〕  2．川4  

〔i2〕  0．183  

〔5〕   1．104  

〔23）   1．79i  

〔7）  …1．455  

〔26〕   l．195  

〔d〕  0．589  

〔用〕   1．92d  

〔20〕  0，589  

D俄  j】£均依  D偶  ！l乙均構 D値  

り 所得の比較対貌（虚業）  

（1）周囲の農家  

（2）先進鹿家  

（3＝特にない  

2）所得の比絶対数（他魔兼）  

（1）サラリ岬マン・公務員  

（2）中小企業経営者  

（3）特にない  

3）生産と焦清の兼ね合い  

（i）そ‡三産優先  

（2）当三富蕎僚兜  

′り 勺三活檜条  

（1）仕事上の野心達成  

（2〉物質面で豊かな生活  

（3仁子供の率福グ）基盤作り  

（4きそのlヨの家庭円満  

5）凍降級常への自分の適性  

川向いている  

（2）どちらともいえない  

6）番煉経常のやりがい  

（1）やりがいがある  

（2）どちらとい、えない  

7）余暇時間について  

（1）軽視  

（2）畿硯  

5．7t）6  －0．237  5．∠117  ′】臥7  27．5   

＊＊  1．078   ＊  76．1  

…1∴那柑  

0．639  0．（；88 1．798  

（）．810  

…（）．989  

2．082  l．2利  3，529  

㈹2．285   ＊  

2．082  ・u・▲＜■0．605 1．257  

日，653  

0．580  

…0．d6（う  

ノは．6  

．
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：i．2d（；  0．234  0．208  70．2 17．8   

串  0．02（；  

1．355  0．1司4  0．Z15  

0．459  

1．335  …0．525 1．066  

0．541  

52．4  

68．4 17．8  

50．9  

57．0 13．5  

70．5  

注）D依の下の＊印はカテゴリ…問の有意性をF検定した結果を表わす。  

＊：5％水準で有意  ＊＊：1％水準で有意   



養豚経営の経営者栗l緋こ関する冤巌的研究  35  

嚢5測17「蔓鎧本的態度」嘲蔓∃と技術繋l勾の関係  

繁解技術スコア  肥袴技術スコア  規模指標   

平均値 D値  

72．2  20．4  

5l．7  

（；2，9   5．2  

68．1  

68．6  25．9  

42．7  

69．∠壬   5．3  

6J】．1  

69．0  （i．3  

62．7  

52．1 23．2  

75．3  

平均値  D低  

回答数  

〔21）   l．703 2．230  

〔9〕  山0．528   

〔12〕  0．612 0．70：主  

〔柑〕   l．315  

ほ7〕   i．‘i別 3．（；70  

平均値  D依  

0．（iO9 1．d12  

仙0．803  

山0．530 1．19：う  

（）．（；63  

0．230  0．J14（；  

1）投資  

川借金もJ紋わない  

榔 巨l己資金中心  

2）決断  

（l）早い  

（2）燐鉱  

3）発上㌢渕  

（1）分析的  

（2）政感的  

4）対応力  

（1）弱い  

（2）強い  

5）新技術の帝人  

（1）早い  

（2い償貌  

6）佗険遜好  

＝い施し、  

（2）弱い  

〔3〕  …2．2（；9  ＊  岬0．21G  

〔1り  0．254 1．231  

〔19〕   Ⅰ．485  

〔1（；〕  0．683 0，751  

〔11〕   l．lニミ・l  

〔12〕  0．807 0．378  

〔18〕   l暮185  

…l．か12  2．571  

】．128  

0．605  0．899  

一一（1．ご！l・l  

…0．162  0．580   

0．418  

注）】）他の下の＊印はカテゴリー聞の有意性をF検定した結果を嚢わす。  
串：5％水準で有意  ＊＊：】％水準で有意  

嚢50018「管理激浪」項‡童ほ技術要抜1の関係  

繁殖技術スコア  肥創文附スコア  規模指横  

平均値 】：）値  平均依 1）低  平均依 t）植  

t■・Ⅲ灘  

〔1S〕  1．89S 2．160  0．62月 1．096  58・119・7  

1）肉豚原価の把握  

川大体把握  

（2）数字で把握  

2）県外の先進地視察  

（1）消極的  

（2）椀種的  

3）各作業時間グ）組織  

用iI三碓に把握  

（2）大体把握  

4）成栄♂）比絶対数  

川鹿家（周囲・先進）  

（2巨肌・般の摘磯  

5）経常管哩上の関心事  

（1）技術蘭  

（2）技術面以外  

6）経営上の冒櫻  

糾規模所得の拡大  

（2）技術の向上  

7）5年換の所禅の目増  

（1）現状誹雄撃  

（2ト拡大  

〔12〕  仙0．262  

〔16〕  1．079 0．098  

〔1∠り  0．982  

〔9〕  LO72 0．055  

〔2り  l．017  

い2〕  0．77£1 0．432  

（18）  1．207   

〔2（））  0∴羞95 1．9j5  

〔10〕  2．3川   

〔17）  0．943 0．2囲  

いこり  1．152  

〔1ユ〕  i．908 1∴う80  

〔19〕  0．528  

…0．472  

…0．562 1．6（）2  

】，0司（）  

0．′187  0．∠i31   

0．05（i  

一岬l，309  2．490  

l．182  

（）．OG6  0．3（；0   

0．426  

0．053  0．305  

（）．359  

0．1S8  0．004   

り．1†ミl  

注）D偶の下の＊印ほカテゴリ…閲の有悪憎逐イ牒はした結果を表わす。  

＊：5％水準で有意  ＊＊：1％水準で覇磯   



木  南  輩  

褒5州i9「計画」嘲l右か技術償灘‡の関係  

肥育技術スコア  規模指膜  

平均値  D紘  一ド均依】）俄  

…2．・ノ！53 ：う．ノ1∠i2  47．5  2d．2   

0．989   ＊  71.TT 

繁殖技術スコア  

平均値  D低  

回答数  

〔7〕  …i．92：i 3．857  

〔23）   l．93∠l ＊＊  

〔20〕   1．605 1．71・4  

〔10〕  －0．10ミ）   

〔9〕   l．579 0．779  

〔2り  （）．SOO  

〔16〕  0．795 0，511  

〔1・り  1∴廿吊  

〔7〕   1．07d O．053  

〔23）   1．021   

〔】3〕   l，∠柑0 0．80（；  

〔】7〕  0．（制  

〔ま′り  0．2i6 1．534  

〔16）   1．7d9  

1）蚕期の経営計画  

（1〉無い  

（2）有る  

2）資金釘・画（艮j臼j）  

（＝有る  

（2）強い  

3）施設の減価償却  

川 している  

（2）していない  

‘り 新施設の導入時  

川所得の変化考慮せず  

（2）所得の変化考慮  

5）利益の削票ク）たて方  

‖）月ごと  

（2）年ごと  

6）出荷の…汁両  

川柵終に合わせて  

（2〉定発根荷  

7）集塵計画グ）単位とする期間  

（1〉年  

（2）過，月  

0．916  2．】〔）2  

抽l．27（う  

0．292  0．152  

（】．1＝l  

Ⅶ0．633 】．75：う   

1．121  

】，395 1．577  

仙0．j82  

刑0．385 l．00G   

O．622  

山1．158  2．519  

1．36】  

70．7 13．t）  

56．7  

75．∠I HL3  

62．0  

61．2 10．3  

7ユ．5  

75．6 12．5  

1；二i．Ⅰ  

60．9  9－1  

70．0  

66．5  0．8  

65．6  

注）D他の下の＊印ほカテゴリ仙問の有意性をF検宣した結果を表わす。  
＊：5％水準で有窓  ＊＊：1％71く準で有窓  

表5血20「管翔！行動」境目と技術繋囚の関瀾  

繁鵜技術スコア  肥督技術スコア  規模瀾磯  

平均値  D依  

回答数  

〔26〕   1．2811．858  

〔づ〕  叫0．57（；  

〔2り  i．1射 0．358  

〔9〕  0．78：i  

〔10〕   1．167 0．200  

〔20〕  0．9（i7   

〔12〕   l．171 0．229  

〔18〕  0．9‘12   

〔27〕   1．519 ∠j．850  

〔3〕  岬3∴う32  ＊＊  

〔2～り  1．376 1．709  

〔6）  －0．3銅  

jF均依 Ⅰ）依  

0．371 l．392  

→】、（lごt  

O．8：う3  2．j56  

…1．32ノ！  

1．7月8  2．3∠i3  

－0．595  

0．977 1．320  

血0．3∠12  

0．84司  6．583  

平均依Ⅰ〕値  

朗．2 13．8  

78．0  

72．1 20．2  

51．9  

9Ⅰ．8 ：う8．6  

53．2  ＊＊  

70．1  6－8  

63．3  

68．7  26．JI  

】）投資ク）砲険予‡坊芋・按  

川有る  

（2）無い  

2）断基品等の比暇検紺  

（1＝従来品と同時比暇  

（2＝鋤別七略せず  

3）針酢借米の改浮  

川パ馴致甘は研究し改野  

（2）改好できないでいる  

、l）棚卸し  

（1）乱 数か月ごと  
（2）隼ごと  

5）個体管理（自己評価）  

（1）できている，普通  

（2）できていない  

6）氾眼（繁殖豚舎幌）  

（1）5年以上損耗  

（2）5年未満  

005．73f）  ＊＊  12．2  

0．408 1．110  68．1 ユ0．3  

血0．70：う  57．8  

注〉1〕他の下の射印はカテコ～リー問のネ㌻蕊性をF検定した結果を嚢わす。  

＊：5％水準で手j‘恵  ＊＊：i％水準で不仁改   
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げ予測ふ「管理意渕」段階の「成果の比磯対象ふ「劇  

画」段‡檜のl、新施設の導入時」「生産計画の単位とする  

期間」，「管理行動」段階のl山新薬品等の比較検討＿き「記  

帳」の8偶であった。逆に肥育技術スコアでのみ有意で  

あったものは，「意識」段階の「生産と生活の兼ね合い」  

の1梱だけであった。   

なお以上の二つの比較で取り上げた項目のカテゴリー  

‡デ与】の，それぞれのスコアの大小関係には違いがなかった。   

絶後に規模指標の場合であるが，この場合のD値の読  

み方は，さきの二つの場合とは異なる。横磯脛瀾と定性  

要因の間の憾慄瀾係の方向は，むしろ逆であると考えら  

れ，規模の違いが経営者に作用すると思われる。規模拍  

繚の場合にD倦が有意であったものは，「管讃】！行動」段  

階の「日常作業の改乳」だけであり，また，この項目の  

練′削荻莱スコアに対するD臓ほ有窓ではなかった。   

以上の比較に留まらず，さらに細かく分析することほ  

吋能ではあるが，肌一膚つ血つのケースを取り上げることが  

ここでの目的ではないので，－・軋 この比較分析はここ  

で止める。   

以上までの分析により，定性要因の性質として，経常  

成果に大きく質赦するものの中で，それが技術相様には  

あまり反映されないものが多いということが明らかと  

なった。その逆で，技術相様には大きく反映されるが経  

常成果への褒猷度は小さいものが，少数ではあるが存在  

することも明らかとなった。しかし，規模と定性嬰因の  

関係については明確なものが殆ど認めることができな  

かった。  

2．段階相互の関連   

定性紫‡封の各段階ごとの項目の関係の分析はすでに  

行ったが，ここでは，各段‡階の項目群閏の関係を分析す  

る。さきに定性繋‡勾を「憩汲」，「基本的態度」，l頂筆営管  

理」（ー｝管渥蔓を愈独」「計画」「管澄捜行動」）という段階で捉  

えた理由も，前の段階が後ろの段階に作月等しながら経常  

成果に至ると考えたためであるが，ここではその経常成  

果にいたるまでの定性贅因の作用の仕方を解明すること  

を目的としている。   

さて，各段階ごとの項員間の関係を，前節とi神保に属  

性相関関係をj削－て来したものが衆5－21である。各段  

階ごとの項目間の関係については極めて多数の組み合わ  

せが存在し，それらの全てについてほ取り扱うことがで  

きないため，相関係数が0．5以上のものを取り上げるこ  

ととする。  

まず「窓絶」段階からの関連である。「所得の比較対  

象（農薬）」は，「基本的態度」段階の「決断」「売り上  

げ予測」「対応力ム「管理葱級」段階の「肉豚原価の把  

握ふ「計画」段階の「長期の経常計蘭」「生産計画の単  

位とする㈲軋，「管理行動」段階の「新薬品等の比較検  

討」「個体管理」と閑適している。「所得の比較対象（他  

産業）」は，「管理窓織」段‡噂の「県外の先進地視察」  

「各作業時間の認識」，「計画」段階の「茂期の繚営計画」  

と関連している。「生活信条」は，「基本的態度」段階の  

「決断」，「計画」段階の「出荷の計画」と関連している。   

次は「基本的態度」段階からの関連である。「決断」  

は「管理行動」段階の「新薬品等の比較検討」と閑適し  

ている。「売り岬じげ予測」は，「計画」段階の「長期の経  

常計漸」と関連している。「対応力」は，「計画」段階の  

「生産計匝尋の単位とする期間」と閑適している。「危険選  

軋】は，「計画」段瀾の「出荷の計軌Jと関連している。   

続いて「管理濠織」段階からの関連である。「成果の  

比較対象」が「管到！行軌」段階の「新薬晶箪の比較検  

討」「棚卸し」と関連しているむ   

救後に「計吼」段階の「管理行動」段階との関連であ  

る。「慮期の経常計画」は「個体管理」と，「資金の計  

画」は「日常作業の改沓」とそれぞれ関連がある。   

また，以上は項目間の関連度の大きい組み合わせをあ  

げたものであるが，それぞれの関連の仕方を，2カテゴ  

リ…の項目間では相関関係の符号で，それ以上のものは  

クロス集計の結果から解釈したが，いずれも血故に予想  

される内容であった。  

第4節 定性要因のメカニズム   

本節では，第2軌 範3節における分析の総合を図る。   

D倍分析の結果では，33項目中にま1の項目においてD  

値が少なくとも5％水準で有意であった。それらの憩味  

する内容を解釈してみると，「忽級」段階の農業面にお  

ける所得の比較や目標の対象領域の広さ，「基本的態度」  

段階の投資の格極性，決漸噸の椴蕊さ，売り上げ予測に  

みられる分析的態凰「管理憩絶」段階の成果の比較対  

象にみられる管讃圭澄洩の広さ，「計画」段階の長期の計  

画′性，施設への投棄時の計漸試算における計画性，生産  

計画の綿密性，「管理行動＿j段階の技術に関する分析的  

行動，個体管彗星の水乳 紀帳の充実などが経′勘友莱に大  

きく有意に薯献するというものであった。   

そこでこれら11項目を中心に，関連する項目を加え，   
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衷5鵬2‘1誹憐憫l引掛の関爛  

i  2  

1  0．419  0．5∠ま9  

2  0．233  0．い柑  

3   仙0．‖1  血0．059  

∠】  0．179    0．237  

5   …0．O17  山0．032  

6  0．171  000．（娼0  

丁  り．り川】  ←（l．1Lト】  

1  2  

j  O．51d  O．359  

2  0．464  0．544  

3  0．059  …0．175  

4  0∴きま7    0．3（；5  

5  0．193    0．274  

6   …0．120   0．OZ6  

7  0，】44  0．236  

1  2  

i  O．792    0．495  

2  0．523    0．267  

3   000．327    0．309  

4  0．153    0．416  

5   仙0．068    0．111  

6   叫0．015  0．3∠壬7  

7   …0．056    0．050  

1  2  

1  0．198    0．511  

2  0，210   0．039  

3  0．171  0，365  

Ji  O．327  0．165  

〕  0．Oi5  叫0．017  

6   …0．15司  0．385  

7  0．277    0．000  

1  2  

1  血0．238  鵬0．321  

2  0．250    0．082  

3   …0．272  …0．08！）  

∠t  O．056    0．83∠i  

5   …0．082  0．063  

6   －0．028   0．355  

3  ノー   

O．655  0．5用   

0∴う1∠靂  0．29（；   

0．267  仙0．∠108   

0．216  0．51′；   

0．079  岬0．07‡   

0．196  血0．109   

（し川lい    り．り丹  

3  4   

（）．355  0．∠159   

0．559    0．073   

0．429   仙0．20S   

O．226    0．ユ∠憂7  

…0．155  0．290   

0．043  …0．080   

0．15d   仙0．144  

：i  4  

（）．498   0．359   

0．264    0，202   

0．111  血0．175   

0．412  0．17l  

－0．j55  0．116  

仙0．ま71  0．026   

0．154  …0．189  

3  ／i   

O．2S3   0．286   

0．355  0．H）9   

0．15′i  O．238   

0．3ど11  0．320   

0．056    0．i29   

0．（）69    0．120  

…0．200    0．1朋  

ニこ  ・I  

叫0．206  仙0．208   

0．059   0．∠1月ノi   

O．2】8  州0．～憂08  

…0．337   0．226   

0．029  0．082  

－0．089  －（）．111  

ごく  一】   

0．1】1  血0、321  

mO．238    0，491   

0．218  叫0．089  

－0．0月5    0．296  

－0．117  0．0（53   

0．208  …0．055  

〇  6   

0．159  （）．2ニi（；   

0∴う85  0．10ミ）   

0，2（う2   鵬0．059   

0．】35    0．′】12   

0．1く16  血0．193   

0．22：i O．12（〉  

－0．】89  0．000  

5  6   

0．2べ3    0．司43   

0∴う6：う    0．288   

0．000    0．015   

0．159   0∴きi7  

…0．056  叫0．005   

0事】39   …0．l∠15  

叫（），100  仙0．238  

p  6   

0．OB9    0，i95   

0．202  0．072  

仙0．155   …0．015   

0．160    0．7SO  

－0▲068    0、005  

…0．287   …0．053   

0．1il  O．238  

5  6   

0．655  0．′】】9   

0．416    0．178   

0．267  0．036   

0．23（う    0．＝1   

0．079    0．i18   

0．196  0．Od9   

0．236   （j．177  

日  6   

り∴ミ＝リ   （l．＝＝  

叫0．′133   0，165   

0．236   －0．067  

仙0．】96  血0．033  

縦 F恋徽」  

毒  
糟「基本的態度」  

7   

0．214   

0．日和  

血0．】06  

（）．∠12・4   

0．256   

0．298  

00D．098  

7   

0．548   

0．071   

0．029   

0．382   

0．0∫12  

岬0．026   

0．189  

縦「窓徽」  
ぎ  
横「管華ま！念識」  

縦「意徽」  
l  

構「■1■トtl腑■・仙」  

7   

0．196   

0．085  

仙0．208   

0．139   

縦「基本的態度」  
l  

械「管理意識」  

0．OJけ  0．12（S  仙0．120  

－0．】胴  0．027    0．OS5  

5  （；  7   

0、017  叫0．308  …0暮40B   

O．032   0．2′i7  0．327  

1  2  

縦「基本的磯磯」  1 仙0．327   0．309  

2  0．i93  血0．289  

3  仙0．604  0．236  

i  O．398  鵬（）．489  

a  O．0∠ほ    0．189  

6  0．193  仙0．289  

横「計画」  
～0．079   仙0．157   

0．234  0．45i  

…0．27∠ま  0．009  

叫0，129   0．522  

…0．13‘i   

O．536   

0．071  

…0．082   
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嚢5州21開票豪項巨＝芋汚の関係（続き）  

1  

縦「基本的態度」  I  O．17】  

5  （；   

0．267  0．582  

…0．こ圧）8   …0．かほ   

0．259  0．389  

叫0．・ノ】38   仙0．31】  

血0．089   山0．301  

血0．18j  ・州0．272   

2  3  d   

O．20〔5  0．15ノ1  0．OS9  

wO．505   wO．Ⅰ4司   wO．250   

0．267  0．23（さ  0，272  

仙0．】0（；  山0．2Jほ   山0．198   

0．2（う2  0．236  0，355   

0．238   －0．J133   …Ⅳ0．250  

2   …0．080  

：i  り．1川；  

‡  0．095  

5  0．233  

（；  州0．080  

繊「管増ミ行動」  

2  ：う  6  7   

0．302  0．218   

0．・11；う  0．205  

仙0．132   －0，】75   

0．110  0，327  

融（〕．381  …0．0～17  

岬0．186   …0．26i   

O．172   …0．（）18  

6  

1  5   

0∴う27   一心0．032   

0．196  0．0∠J2  

舶0．＝7   －鵬0．017   

0－355   …0．290  

鵬0∴う78  0．056  

…0．009  0．005  

…0．120  0．071  

づ  5  

縦「管潤ミ窓織」  

構「計画」  

1  0．2∈）0   鵬0．1朋   酬f）．05！）  

2  0∴う58  wO．378   …0．262  

：ミ   い∴吊1  

1  0．354  

こ）  叫0．111  

（i  O．005  

7  0，07i   

0∴う0ミ）   0．206  

…0．巨一々   仙0．2：う8  

叫0．050  0．000  

・い．け！ト  l－（）．川t   

O．（）98  0．】06  

1  2  3  

1  0．080   叩0．238   仰0．289  

2  0．223   …0．175   仙0．189  

3  0．083   肌0，0司8    0．000  

∠1  叫0．2BO   伽0．505   州0．144  

5   鵬0．0（う9  0．ノ曇63  0．050  

（i  O．053  …0．279  0∴う33  

7  0．095  0．045  0－0‘】9  

流「昔理恵．乱」  

l  

横「管哩行動」  

ー0．1（i7   …0．0尋5   －0．068   

0．OS2   …0．312   舶0．301   

0．059    0．21S  

仰0．528  …0．408   

0．289    0．236   

0．165   －（）．291  

鵬0．198    0，023  

4  ロ  

ー0．290  血0．GO4   

0．289    0．47l  

…0．089    0．218  

仙0．19l  仙0．312  

－0．439   －0．157  

仙0．355   血0．356  

】0．036  

仙0．272   

0．35∠L  

叫0．269   

0．0：き5  

li 

－0∴う15   

0．35よi   

O．j45  

－【・l）∴川l  

叩0．0（；7  

蜘0．033  

1  2  3  

縦「釘・画」  l 舶0．O15  仙0．155  仙0．223  

2   …－0．069  0．15∠】  0．500  

3  0．0∠ま：う  0．270  …0，154  

d wO．170  …0．d67   …0．331  

5   仙0．05：う  鵬0．015   －0．47（；  

6   …0．026  0．029   榊0．23（；   

械「管翔行動」  

注卜相阻係数は【！ちl分点相関係数とクラ山メルのコンテイ   

さきの概念図（図5－4）に対応させて以上までの分析  

轄兼をまとめたものが図5－5である。段階相互の項目  

間の関連の仕方をl頚の上から下へと読んでいくと，盤性  

質国境冒の多くが幾つかの系列を構成しているのがわか  

る。またそれらの系列は，さらに技術指標との関連から，  

二つに大別されることもわかる。   

それらの系列の中で解くに注目されるのは，技術相様  

に反映されにくい系列の存在である。つまり，そのよう  

な系列を分析することにより，従来から定盤的に捉えら  

れている技術贅因の背後に存在する定性繁閑に遡及する  

ことに加えて，そもそも技術相様による分析では解明す  

ることができない原因をも明ら如こしていくことができ  

よう。   

図には定性寮‡狽の各段階ごとの関係は示されてはいな  

ンジェンシ…係数を用いている。   

いが，繚骨成果への貫献度が有恵な項目を複数個含んで  

いる「基本的態度」，「計画」，「管理行動」の各段階につ  

いては，さきの項目間の関係とパタ岬ン分析の結果を併  

せて解釈することとする。「基本的態度」の段‡噂では，  

4項目の相互間係では「決断」と「対応力」「投資」の  

問の相関が商いこと，またパターン分析の結果から，節  

1軸（「経営密約感覚」の軸）の構成には4項目の中で  

も特に「決断」「対応力」「投資」の寄与が大きく，節2  

軸（「利益護符機会の判断」の軸）の構成には「売り上  

げ予測」の寄与が大きいことが確認される。「計画」の  

段階では，3項馴首里才相互の相関は比較的低いこと，また  

パターン分析の結果から，第1軸（「総合的な計画」の  

軸）の構成には特に「生産計画の単位とする期間」の寄  

与が大きく．節2軸（「繚常計画の視点」の軸）の構成   
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．≡l1  

…印は組営伐異ミスコア  

のD賦が‡％／樟準で右  
ゝ符 ＊仰は5％水準で  

有憩であることを表わ  

す。  
AA裾ま繁殖技術スコ  

アのD植が1％水準で  

イす悪，A印ほ5％／杵準  

で有蔑であることを豪  
わす。  

捌＝別封肥脅ほ術スコ  
アの削侃が1％／恒解で  

有意、Ⅰ川一ほ5％水準  

で有蕊であることを表  
わす。  
規模変数のD他は酢巨  
ク）堵＝≡iではいずれも有  

意ではなかった。  
項l言一間を結ぶ感服㍉ ぞ  

の墳巨＝帥甘粕関係蘭が  

0．5以上であることを  

表わす。   

拍登   
検極的  

t－→消極的   

卜・）  

新施設導入による   
所狩変化の試算  
する‘→しない  
い）  

「管即行動」個体管鞘  
できている  
…できていなし  
（＊AABB）  

緋薬品の比較検討 棚卸しの聞瞞   
分析的である  軋 教ゎ月  
‥左い  ‥ごl■・  

（窄）  

記腋  
5年以上   
卜・未満   

い■）  

l渕㌻－5 定性豊岡璃刃針i乳遵図  

には「新施設の導入時」の寄与が大きいことが確認され  

る。「管理行動」の段階では，4項目間瀾闇の相関に烏  

商いものがないこと，またパタ…ン分析の結戴から，解  

＝軸（「総合的な管理行動の水準」の軸）の構成には特  

に「新薬品等の比較検討」「棚卸し」の寄与が大きく，  

節2軸（「経営管華i！行動の濃点叫Iの紬）の構成にほ「髄  

体管理」Ⅷ臓！】し」「記帳（繁雑台帳）」の寄与が大きく，  

そして「棚卸し」と「紀腋（繁殖魚鱗）－」が軸の対極を  

成して特に大きく寄与していることが確認される。   

つまり経常成果に贋駁する定性嚢！勾は，以上のような  

段階内相乱 段階関相互の系列，技術相礫への反映など  

の関連を通じて経常成果に作用しているものと考えられ  

る。ここで取り上げた項目としてほ，「基本的態度」段  

階の項目の経常成果に対する貢献度が大きく，また関連  

図の行動へと分化していくようにみられ，擬督週報にお  

いて遺棄な役割を果たしているものと思われる。  

第5節 定性要因による経営力の評価   

本革の散後に．以上までに得られた結果の経営分析，  

経常診断への応札 すなわち定性要因による経営力の評  

価の方法について考える。  

複数の定性賓園による経′計成果への影響力を測嘉する  

ために，具体的な方法としで数教化1敷を用いた経営力  

評橘モデルを作成することとした。被説明変数には緑営  

成果スコアをとり，説明変数についてはまず経常成果ス  

コアのD條分析が有葱であった項目のゃから，D侶分析  

の結果と鷹合的になるように項目間の相互関係に留意し，  

そして説明力が高くなるように選択を行った。なお，項  

目数はサンプル数も考慮して叫応6梱とした。   

そのモデルは衆5－22であり，撥営者の投資の穏健櫻  

（引き合うと思ったら投饗は借金も敵わず行うか暫か），  

売り上げ予測方法「予測する際に数字や資料を薮祝する  

か勘や経験を発祝するか），成果の比較対象卜川般の指  

標か農家か），生産計画（週または月単位か年単位か），  

技術に関する分析行動（新しく薬品を倣う際は今までの  

ものと同時に比較してみるか否か），紀棟の状況（記帳  

年数が5年以上かそれ未満か）から評価するものとなっ  

ている。これらの項馴まさきの桓沖の各系列中の項目，  

および系列外の項目から構成されでいる。これは当初設  

定した33偶の定性紫園項目を，経悩戚灘への蕾繊度の大  

きさという点から11備に絞り，さらにそれらの性質と構  

造という点から6偶に集約したものといえる。   
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衣5h2Z 定性粟卜射こよる経営力の劇瑚  

数漁化i顆  

∫×g衆の場合（∫＜J）  

彫ズ2／，？（∠－1）  

ズ2：カイ自発検産鼠  

／‡：サンプル数  

7）致馴ヒ埋給については，林知己夫『デ鵬夕解析法透，  

日本放送出版会，1985等参照。また，個別鹿家を対  

象とした数濃化Ⅲ頬による分析例としては，浦城啓   

・ほか「宮川用水地域の農家のパターン分析」『三   
並大学農学部学術報告』，節62骨，ま98ユ，！叩．97～   

ユ2S，芸削Il功「鹿家窓織のとらえ方」（戯林水産省戯  

業研究センター ㌢地域農業の計画事故屋，農林統計  

協会，1983，節6車）などがある。  

喜圭  第・l節   

8）このような経営力の評価の実例として，通商座薬省  

産米政策局企業行動練絹『総合経営力指標』昭和60  

年版，をあげておく。  

第6澄 結  び  

本論文は，農薬経常を対象とする研究の方法論と現実  

の農業経営を巡る状況からの紫潤に応えるものとして，  

数澄的なヂ⊥夕と質的なデ⊥夕の総合の方法を，「養豚  

経営の経営成果に影蘭戊与える延性的な要因を定澄的な  

経常分析，経営診漸の中に位置付ける」という課題に対  

して，その解決を図るペく分析を進めてきた。   

まず，この課題に対する従来の研究とその分析方法に  

ついて検討し、課題解決のための分析過程が三つに分け  

られ，それぞれに対応する方法を分析の成果と問題点に  

対する改善とによって遣り上げた。   

分析の節←の過程は，経営成果の評価の過程であり，  

これほ，数螢的なデ…夕である複数の財務指標データに  

主成分分析を適用し，総合的な軽骨成果スコアを求め，  

それにより経常成果の総合的な評価を行うことができた。  

また併せて，技術指標のデータにも同様の手法を適潤し  

て得た技術成敏スコアとの濠的対応関係を確認，細則し，  

同時に，技術相櫻で捉えられないが経営成果に褒赦する  

黎園の存在が間接的ながら指摘された。   

分析の節二の過程は，経営成果に彩偲痩与える窟性黎  

因の把捉と解明であった。これについては，そのような  

定性寮囚として研究されてきた経営者栗‡勾を，走性的な  

研究から想定される樺常過程の段階（経常や生活に関す  

る「窓純一j，泰豚軽骨に対する「基本的態度」，経常管理  

における「管理恋識」，「計一画」，「管判桁勅」〉 ごとに，  

それらとの具体的な関連で33の調査項馴こよって麗接的  

にカテゴリカルなデ…夕として把握した。そして段階ご   

CATE（追王ilr RAがGEI）AR’rlAL  

‡亘】答敬 一S00蹴  00R．  

〔2り  0．391iJiOィi O．230  

〔ミラ） 朋0．別：与  

（27）  0．257 2．571 0．256  

（3） 鵬2．3l・】  

〔12） 山i．185 1．976 0．377  

【18〕  0．7亡き0  

ミ！  

いt箋） 仙（）義931l．7∫墓5 0」う153  

〔16）  0．8】5  

〔2り  0．21G 〔＝19 0．151  

（9〕 wo．50二う  

〔2・1） 0．533 2ぷ5 0．頼  

〔6） 仰2．13Z  

完敗  0．256  

R・SQUAREひ．7J12   

王）投資  

宣l＝首食も厭わない  

ほ）自己饗食中心  

2）うモ上j㌔測  

Ⅲ分析的  

ほき庶感的  

：うき成果の比較対象  

州都家澗粧用胤  

ほう 磯の指標  

ィ1）生産計画の牒叔悠づる榔言  

川年  

：：．i当．】j  

封斯凰緑野用瀬検討  

川従乳鋸雄】時比較  

櫻岡粗服糾げ  

6）記帳（繁簸台帳）  

掴5年以蔓二記帳  

（2）5隼末寺鍔i  

このモデルにより，いわば畿と質の点で代数的な6偶  

の定性質‡墨（経営者要因）から経営のもつ経営力を脱明  

力と多面性をもって慶的に評価することができよう郎0  

害ま  第1節   

1）清水能登『禅骨者能力給透，千倉番鼠19S3．  

2）例えば，ニューカムほか（古畑和琴訳）『社会心理   

学』，岩波鰍乱1973，王）P．19～169参照。  

3）ニューカムほか前掲番，PP．557～600および西日  

滋彦・新随人前「社会調査の理論と技法』＝け 川   

偽裔店，ユ976，pP．97～180参照。  

4）基本的には林知己夫の数濃化の考え方と同じ立場に  

立つ。林知己表『散漫化の方法凱〕軒隕経済新級軋   
1974，l）l）．3～25呼参照。  

註  第2節  

5〉‡当分点相関係数㌻は，以下の四分衣を例とすると，  

li  ノブ  ．汁  

A（AB）（Aβ）  
α （だB） （αβ）  

計 （B） （β）  

1
 
・
・
＼
 
 動地 となる。  

（A）（α）（B）（β）  

6）クラーメルのコンティンジェンシー係数は，その平   

方根ノ∈㌻を用いることが慣行となっている。  
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節二は，定性紫蘭の把擾の仕方についてである。その  

基本方針が，経営成果に影響すると思われる経営者繁l月  

を，典体的な凝′軌跡程との関連で捉えようとする点，お  

よび山般に問題となりがちな測定方法を，直後，カテゴ  

リカルな反応として捉える方法によって対処している点  

が評価できよう。   

第三は，質的なヂ…夕（定性貿I封デ…夕）の取り扱い  

方についてである。その数魔イヒの方法は，散漫化iヨ乱  

数教化Ⅲ類に代来されるように，質的データの存在する  

パターンから数数的な澄味付けを行うものであり，いわ  

ゆる慈恵約な数教化とは大きく興なるものである。そし  

て，そのような数濃化の方針を基本とする延性安国の蒐  

澄約分析により、定性薯i当の経常淡紫に対する貫敵炊が  

計測河儲となり、また定性東園の性質も様々な点から受  

像約に食味付けることが可能となっている点が評価でき  

よう。   

解明は，窟螢的な経常診断に対する成果である。分析  

の途中で技術相援を中心とする走凝的な経営診断の限界  

を示し，定性要因を導入し，技術相輝から遡及できない  

（遡及しにくい）定性繁i義の存在の確認と，その窓味付  

けを可能なものとしている。さらに分析の敢後に，定性  

薯l封としての経営者粟国による経営力評価モデルを作成  

し，通常はコンサルタントの高庇の判断を必繋とする経  

営者の評価の一般化への途を開いたといえよう。また，  

計測登れる具体的な絡償行動などの経常成果に対する嚢  

献庶ほ，経常改革にも役立つものと考えられる。   

山方，問題点および今後の探題として，以下の四つの  

点があげられる。   

第山は，調査サンプル数の閉篭である。定性華園の分  

析に用いられたサンプル数は30で，数魔北瀾強による分  

析が…度に扱える項目数が制限されるなど，定盤的な分  

析を自由に展開するには不充分なものであり，その他の  

問題を生むきっかけともなっている。   

第二は，磁性愛‡対の把擾に関する問題である。その義  

春方針については問題はないと思われるが，調査項目の  

設愛の段階に幾つか問題があると思われる。例えば，  

「管理憩織」段階において，ある管理意繊が商いという  

結果が，その管理悪織が実際に商い場合だけではなく，  

その領域に閲しで経営上の問題が発生しているために濠  

経せざるを祷ない場合にも堺れている恐れのあるものが  

あった。また項目の設定だけでなく，選択肢の設定につ  

いても改脅の余地が残されているものと思われる。   

とに得られたデータに数螢化！1磯を適用し，それらの要  

因が構成する複数の軸構造を定盤的に解明し，その意味  

付けを行った。   

分析の節三の過准は，以上の定性賓因の経常成果に対  

する貿献度を計測する過程であった。これについては，  

まず，定性賽圏の項目ごとの質献度をD倦分析により，  

そしで段階ごとの複数の項牒の貿献度を，数教化Ⅰ甥の  

通用により，それぞれ走螢的に分析した。具体的には質  

献度の大きい菜園として，「窓絶」段階の農薬蘭におけ  

る所得の比較および目橡の対象領域の広さ，「造本的態  

度」段階の投資の積極性，長期的視点を必繋とする決断  

時の憤威さ，売上予測にみられる分析的態度，「管理葱  

織」段階の成果の比絞対象にみられる管理澄級の広さ，  

「劉・蘭」段階の澄期の軽骨計画の計画性，施蘭へ投棄す  

る際の計画試験における新線性，生産計画の綿密さ，  

「管理行動」段階の技術に関する分析行動の榛極性，個  

体管理の水準，記帳の発寒の1jの項目が指摘され，また  

段階としては，「基本的態度」の賓献が大きいことも指  

摘された。   

さらに，それらの分析を相互により関連付け，総合イヒ  

するための分析として，さきの褒性質因の，技術楽園，  

規模安閑との関連，および段階問の関連を窺澄的に分析  

した。   

そして全体の分析を総合し，経常成果に大きく薯献す  

る変性畢閑は，段階聞で幾つかの系列を成していること  

が確認された。それらの系列の性質もある程度は解明さ  

れ，特に技術指標に反映されない系列の存在を絡消した。   

隆後にそれらを経常分析，軽骨診断に応用するものと  

して，延性賓掛こより安定的に商い説明力で，経常成果  

の経常問の格差を説明できる数螢化Ⅰ類モデルを作成し  

た。   

以上が，本添文において展開した分析の流れである。   

そこに含まれる個々の成果については，それぞれの箇  

所で出されていると思われるが，全体を通じての分析方  

法を巡る評価については以下にまとめてみる。   

そのプラスの評価として，以下の因つの点があげられ  

る。   

節血は，澄的なデ…夕の取り扱い方についてである。  

多種多様な数的データ（持株）を，主成分分析などの多  

変盈解析の適用により，客観的に総合化（集約）し，そ  

れらの問の対応関係についても明確に示すことができて  

いるといえよう。  
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具体的な課題の申で脚応の成果を鋸ヂることができたも  

のと考える。しかしそれと同時に，これに伴う問題，課  

題が発生し，新たな嘉蕊的研究と定性的研究とがそれぞ  

れ要請される段階を迎えたものと思われる。  

謹豚経営鹿家調査表   

l‾意識」  

・あなたは所得についてどのような人々と比較し，目梯  

とすることがありますか？……1），2）  

1）農業では  

1，周脚の塞豚農家   

2．先進的な牽豚農家   

3．公衆餐豚   

4．特に考えていない  

2）他産業では  

1．岡聴代のサラリ…マン   

2．間槻代の公務員   

3．中小企紫綬骨瀞   

4．特に考えていない  

3）あなたは生活と生産の発ね合いについてどのように  

お琴えですか？   

ア．生活面は多少犠牲にしてもまずは生産投資を優  

先する   

イ．生産面は多少根性にしてもまずほ生活支出を優  

先する   

1．アのように考える  

2．どちらかといえばアのように考える  

3．どちらともいえない  

4．どちらかといえばイのように考える  

5．イのように考える  

4）あなたの生活侶条に次のうちで山番近いものはどれ  

ですか？  

1．家庭閂潤もさることながら，男としての仕事上の  

野心を遁成することが率福につながることである   

2．家庭における融和のほかに，物質面で盈かな生活  

をすることが率福というものである   

3．自分は多少犠牲になっても，子供達が将来率様に  

なれるような基盤を作る   

4．たとえ財産は少なくとも，その日その‡ヨが家庭円  

満に行けばよい  

・あなたは次の5卜7）の意見についてそれぞれどう思  

いますか？   

第三は，窟性繋Ⅰ勾の全体を通じてのその性質の解明に  

関する問題である。宝性感偶の段階での項目の憩味付け  

についてはともかく，全体を通じての食味付けを必ずし  

も充分には行うことができなかったものと思われる。産  

後繁園についての，段階内での意味付けや補足的な分析  

による憩味付けを総合化し，ある程度までほ解明できて  

いると思われるが，確認された繋園の系列の典体的な憩  

味付けなどについては，新たな定性的な研究を必発とす  

る今後の課題となろう。   

また，定性繋園の把握のための調査の臥 経常構造等  

についても調査も行ってはいるが，必ずしも充分なもの  

ではなく，分析のやでも規模と定性饗園の関連をみるに  

留まり，その他の薯園と盤性質因の関連についての分析  

も今後の課題として残された。経常構造についての要因  

も，窟性質閻として分析に緻操車人し，さらにそれを環  

境，立地条件琴の要偶にまで拡大するといった方向も考  

えられよう。   

第闇は∴経営力評価モデルに関連する問題である。分  

析の敏後に作成した繚営力評価モデルは，確かにその説  

明力は高かったものの，一般的な脱得力をもつモデルと  

するには，より多くの挙例に適用し，項目についての改  

良を進めていく必寮があろう。   

特に大きな問題としては，このモデルによる評価の理  

論倦が…7，72から3．26であり，下方に偏っているとこ  

ろにある。つまりこの塵デルでは，農家の経営力が大体  

平均の水準にまで達しているか否かしかわからず，それ  

以上の水準にあるものの差についてほ説明できていない  

のである。そ・れには幾つかの理由が考えられるが，その  

放大のものは，調査項目の中に，非常に使努な経営と平  

均をやや上回る水準の繚営との差を規定する貿l君が含ま  

れていなかったということであろう。両般に，より上位  

の水準の経常を対象とするほど，その親愛婁因は細分化  

し，個別的になると考えられ，いずれはこの方法による  

分析では解決できなくなる性質の問題であると思われる。  

しかしいずれにしても，まずそのような規定翠観を探究  

する新たな定性的な研究が必紫となろう。   

本給文は，その基本的な方針として，数数的なデータ  

と質的なヂ…夕の統合ということを掲げた。そして，質  

的なヂ叫夕の数数化という意味での両者の統合をきっか  

けに，窟蕊分析と淀性分析との相互補完という食味での  

両者ゆ統合を進めることを試みた。   

そして不充分ながらも，両者の統合メリットを生かし，  
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5）「劉黎は‡射妙に向いている仕軍である」  

1．そう思う   

2．どちらかといえばそう思う   

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばそうは思わない   

5．そうは思わない  

6）「餐豚はやりがいのある仕事である」  

1．そう思う   

2．どちらかといえばそう思う   

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばそうは思わない   

5．そうは思わない  

7）「劉家は余暇がないのはやむをえない」  

1．そう思う   

2．どちらかといえばそう思う   

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばそうは思わない   

5．そうは思わない   

「基本的態度」  

1）劉家への投資を考える場合，どのように考えます  

か？   

ア・その投資が引き合うと思えば借金することを倣  

わない   

イ■ その投資が引き合うと思っても，借金すること   

は好まずもっぱら鉦已資金を主としてやっていく   

1．アのように考える   

2．どちらかといえばアのように考える  

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばイのように考える  

5．イのように考える  

2）主力としている品種の成擁が他のものと比較して1   

年仙1年半に渡って低下知床の場合，あなたはどう  

しますか？   

ア・まだ採算が取れているのでその主力品梯をしば  

らく維持して様子を見る   

イ・思い切って直ちに他のもののゃから主力品種と  

なるものを選定する  

ユ．アのように考える   

2・どちらかといえばアのように考える   

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばイのように考える  

5．イのように考える  

3）将来の売上を予閲する場合，あなたはどのように予  

測しますか？   

ア．鉦分の勘や経験よりも数字や儲料を亜祝する   

イ・数字や資料よりも自分の拗や経版を盤祝する  

1． アのようにする  

2．どちらかといえばアのようにする  

3．どちらともいえない  

4．どちらかといえばイのようにする  

5．イのようにする  

4〉 もし，自分の繚′削こは應楼閣係がなさそうであるが  

何か新しい技術が開発され盈というニュースを閃い  

たとき，あなたはどうしますか？   

ア・政務関係なさそうなので，もう少し惰報が入る  

まで待つ   

イ・磯瀾潤係なさそうであるが，積極的にその技術  

の活用法を色々考えてみる  

j．アのようにする  

2．どちらかといえばアのようにする  

3．どちらともいえない  

4．どちらかといえばイのようにする  

5．イのようにする  

5）新しい技術や機械の導入について，あなたはどうで  

したか？   

ア．周囲の人達に率先して噂人した   

イ・J謂囲の人連が導入し，その評価が広く産まって  

から導入した   

1． アのようにした  

2．どちらかといえばアのようにした  

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばイのようにした  

5．イのようにした  

6）あなたは次の意見についてどう思いますか？  

「餐豚経営上の決定（出荷方法など）は仙般に，価格  

が家宝しているものより，価格が不安定でも儲かる可能  

性の少しでも糾－ものを選ぶべきである」  

l・そう思う  2．どちらかといえばそう思う   

3．どちらともいえない   

4．どちらかといえばそうは思わない   

5．そうは．吸わない   
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「管労lを窓織」  

l）あなたほ，あなたの経常の肉豚原価をどの種鹿知  

っていますか？   

】． よく知らない  

Z．だいたい知っている   

3．数字で知っている（と～の位の期間嫁の原価を  

知っていますか？   か月毎・年間の原価）  

2）あなたは県外の先進地視察に行くことがあります  

か？   

j．県外には行かない   

2．グループについて行くことはある   

3．山人でも行く  

3）日常の作業で各作業にかかる時間について  

1．何分かかるかわかる   

2．大体の時間はわかる   

3． よくわからない  

司）経常成果に関する数字は特にどのようなものと比較  

しますか？ 比較に汲も用いるものを1つお選び下   

位と考えていますか？（但し，物価上界は考えない  

こととします）   

L 現状維持   

2．現在の（   ）割増し位  

「計画」  

】）戌期（5仙10年〉 に渡っての鼻体的な華豚僧侶の計  

画をお持ちですか？（規模・豚舎・労働力など）  

1．持っていない   

2．漠然とは持っている   

3．かなり明確な形で持っていて番き来すこともでき  

る  

2）資金繰りの計画をお持ちですか？  

1．具体的なものがある   

2．漠然とだが持っている   

3．特に波浪して持っていない  

3）施設や機械が古くなっていく分だけ頼み立てをして  

いますか？  

1． している   

2． していない  

4）新しく施絞・機械・母豚を婦人する場合，導入に  

よって労働時間当たりの雀牌所得が変化するかどう  

か，どのように考えましたか？  

1．特に考えなかった   

2．増えるか減るかを考えた   

3．増えるか減るか金箱を考えた   

4．増えるか減るか金額を英体的に計算した  

5）あなたは経常の利益の目標をどの位の期間師こたて  

ていますか？  

】．数字ではたてていない   

2．（  ）月郊の目標   

3．年間の軋轢  

6）年間の出荷に関するあなたの考えは次のどちらに近  

いですか？   

ア．1年の価格の商い時期に出荷数がおとくなるよ  

うに計画している   

イ．1年の価格の変動があっても平気な原価の実現  

を優先させている  

ユ．アのように考える  

2．どちらかといえばアのように考える  

3．どちらともいえない  

4．どちらかといえぼイのように考える   

さい。  

L周囲の農家  

2．先進地の農家  

3．－－・般的な拍梯  

4．畜産会の基膏汁結果  

5．その他（   

6．特にない  

5）あなたの養豚経常の経常管哩上の関心事ほ次のどれ  

ですか？  

1．技術の向上   

2．経費の節減   

3．有利な販発   

4．資金の都連・返瀾   

5．労働力   

6．省力化   

7．周問の膿家・非農家との関係   

8．品質の向上  

6）あなたは査豚凝登のl∃梯は次のうちどれに一番近い  

ですか？  

1，規模の拡大   

2．所得総額の拡大   

3．労働時間当たり所得の拡大   

4．技術の向上  

7〉 あなたは5年後の発豚所得の目標を幾夜の何割増し  
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5，イのように考える  

7）生産計画について伺います。繁殖成擁の計画にづい  

てどの位の期間の計画をお拘ちですか？   

（  ）過ごと・鯨月・（  ）月・年間・   

（   ）年・特にない   

「管掛梢軋  

1）投資を行う‡祭にどのような危険予l坊手段を取ります  

か？（次の中から該当するものを幾つでもお選び‾F  

さい）  

1．借金に頼る割合を低くする   

2．過去にうまくいったもの以外，投資いない   

3．投資がもたらすと予想される収益と預金利子とを   

比較して，有利であれば投資する   

4．削羽を大きめに，収益をノトさめに兇轄もった上で  

投棄が引き合うか検討する   

5．予想価格のもとで考えられる収益散大の点より内  

輪の利一衝を立てる   

6．特に考えていない   

7．その他（具体的に）  

2）今までに煙ったことのない衆や飼料を使う場合，あ  

なたはどうしますか？（但し，山応の性能や効果に  

ついては知っているものとします）  

1．今までのものと同時に伐って比較する   

2．前年の結果と比較する   

3．特にに自分でほ比較しない  

3）日常の作業のやり方についてどのようにお考えです  

か？   

j．もし問題点があればすぐ改滋するように努め，場  

合によっては実験してでも確かめる   

2．問題，酌ま見つけられるが，すぐには改酋できない  

でいる   

3．日常の作業をあまり批判的に考えたことはない  

4）豚の棚卸しはどの位の期間極右術㌧ていますか？  

1．1か月ごと  

2．1年毎  

3．その他」  毎）   

4．行っていない  

5）豚の個体管動こついて伺いますα個体管理はとの程  

度良くできているとお思いですか？  

1．よくできている   

2．比較的よくできている   

3．どちらともいえない   

4．あまりできていない   

4．できていない  

6）記帳について伺います。繁殖豚台帳を記帳していま  

すか？ また，いつ頃から記帳していますか？  

記帳（有・鯉）…有の場合（ 年前から記帳）   
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Summaけ   

Recently，theimportal－CeO川1emanagerialfactorsforeconon－icperrormanceisincreasinginagricultur之‡1farming，  
espcciallystockfarming・B叫aneffcctivemethodfortheanalysisofmanagerialfactorshasnotbcendeviscdyet，  
Sincetheyarequa‡itativeractors・Tl－el）urPOSeOft】－ispaperistodeviseamet！－Odtoanalyzequantitativelytlle  
quEllitativemarlagerialfactorsandthentostudythcircons℃ructionandcontributionstoeconomicperformance．The  
Objectsofthestu（1y呈IreIlOgrarmSinSaitamaPrefecture．   

Themainl）rOCeSSOftheanalysisofrourparts：  

1・Theeconomicperformanceoffarmingisappraisedsyntheticallyandobjectivclyusingtheprincipalcomponcnt  
arlalysisfortlledata from6nancialirldexes．   

2・Thernanagcrialfactorsarcgraspcdascategoricaldataandtheircharacterandconstructionareana】yzedby  
COrrel～董tionanalysisandquanti点cationtlleOry（type3）．   

3・The corlモril）tltion of managcrialfactors to cconomic pcrformarlCeis mcasured by D・Value analysis and  
（iuantihぐat妄ontheory（typel）．   

4・The ability of ral・mi工場is evaluaモed by the evaluation modelfrom mallagerialfactors，Whic王－depends on  

qua11ti石cationtheory（typel）．   

Themajor6ndingsareasfollows：  

1・Ma‡ほ酢㌻主～11ractorsandmanagersarerespeetivelyclassi鮎くIfromtlleirpatterIIS．   

2・′r圭一eCOntributio王－SOfmanageriaIfactorstoeconomicl）erformancearestatistical】ysigni6cantattl－e5percent  

levelin the11investlgationitems．   

3・ForlnlngSeVeralseries，mana酢rialfactorscontributetoeconomicperぎormance．   

4・Usi】鳩OureVa】uationmodel，WeCaneValuatetheabilityoffarmingfromthe6investig飢ionitems：POSitiveness  
Ofinvestment，WayOfforecastingprocceds｝COmParisol－Ofperforrnance，P王anningofproduction，COmParisonofncw  
me（licinesandkeeplngreCOrds．   


